
（ 1 ）

「
第
七
の
お
き
て
」

「
盗
ん
で
は
な
り
ま
せ（
一
）
ん
。」

 

こ
の
お
き
て
は「
十
戒
の
原（
二
）
理
」の
中
で
述
べ
る「
他
人
の
財
産
を
害
っ

て
は
な
り
ま
せ（
三
）
ん
」
に
当
た
り
ま
す
。

 

こ
の
お
き
て
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
明
ら
か
な
盗
み

の
こ
と
を
言
い
、
も
う
一
つ
は
密
か
な
盗
み
の
こ
と
を
言
い
ま（
四
）
す
。

 

明
ら
か
な
盗
み
の
ほ
う
は
人
に
容
易
に
知
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
密
か

な
盗
み
の
ほ
う
と
な
る
と
き
わ
め
て
広
範
囲
に
及
び
、
そ
の
罪
は
た
い
て

い
人
が
自
ら
気
づ
か
な
い
も
の
で（
五
）
す
。
或
る
場
合
に
は
策
略
に
よ
っ
て
人

を
騙
し
て
財
産
を
奪
い
ま（
六
）
す
。
或
る
場
合
に
は
人
か
ら
物
を
借
り
て
そ
れ

を
害
い
ま（
七
）
す
。
或
る
場
合
に
は
借
金
が
あ
っ
て
も
財
物
に
よ
っ
て
返
済
し

ま
せ（
八
）
ん
。
或
る
場
合
に
は
借
金
を
返
済
す
る
に
あ
た
り
、
故
意
に
遅
ら
せ

ま（
九
）
す
。
或
る
場
合
に
は
拾
い
物
を
し
て
も
持
ち
主
に
返
し
ま
せ（
十
）
ん
。
或
る

場
合
は
公
的
な
お
金
を
横
領
し
て
自
分
の
た
め
に
用
い
ま（
十
一
）
す
。
或
る
場
合

は
人
の
財
産
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
沢
山
あ
る
の
を
目
に
し
て
こ
れ
を
奪
い
取

ろ
う
と
企
み
ま（
十
二
）
す
。
或
る
場
合
は
欺
き
騙
す
こ
と
を
人
に
け
し
か
け
て
こ

と
の
成
否
を
見
物
し
て
喜
び
ま（
十
三
）
す
。
或
る
場
合
は
邪
悪
な
教
え
を
言
い
広

め
て
名
声
を
盗
み
ま（
十
四
）
す
。
或
る
場
合
は
人
が
壁
に
穴
を
空
け
た
り
塀
を
乗

り
越
え
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
、
そ
れ
を
制
止
し
ま
せ（
十
五
）
ん
。
或
る

場
合
は
内
部
の
事
情
に
通
じ
て
盗
み
を
し
、
高
く
売
り
さ
ば
き
ま（
十
六
）
す
。
こ

れ
以
外
、
考
え
を
推
し
進
め
て
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
盗
み
の
範

囲
は
広
が
り
ま
す
。
範
囲
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
事
情
は

詳
ら
か
に
な
り
ま（
十
七
）
す
。

 
こ
う
い
う
わ
け
で
こ
の
お
き
て
を
押
し
戴
く
者
が
或
い
は
お
き
て
を
犯

す
こ
と
に
な
れ
ば
、
単
に
痛
悔
す
る
だ
け
で
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ（
十
八
）
ん
。

も
し
不
正
に
取
得
し
た
金
品
が
そ
の
ま
ま
手
許
に
あ
る
な
ら
ば
、
か
な
ら

翻
訳

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教
要
解
略
』
訳
注
（
九
）

　
　
　
主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
下
の
四
）

Ａ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
　
　
述

葛
　
谷
　
　
　
登
　
　
訳
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（ 2 ）

ず
そ
れ
を
持
ち
主
に
返
す
べ
き
で（
十
九
）
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
主
な
る
神
様

か
ら
罰
が
下
さ
れ
、
赦
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ（
二
十
）
ん
。
ま
し
て
、
主
な
る

神
様
は
盗
み
を
犯
し
た
者
が
そ
の
品
物
を
い
つ
ま
で
も
手
許
に
留
め
置
く

よ
う
な
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
（
二
十
一
）
ん
。
西
洋
の
諺
に
「
不
正
の
富
は
風

が
雲
を
散
ら
す
よ
う
に
消
え
去
る
。」
と
い
う
の
が
こ
の
こ
と
で
（
二
十
二
）
す
。
よ

く
よ
く
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
（
二
十
三
）
ん
。

注

（
一
）	

原
文
は
「
毋
偸
盗
」（
二
十
二
葉
表
）。こ
れ
は ʻDecalogus seu Dei 

m
andataʼ 

の
中
の 

“non furtum
 facies;

” (Catechism
us Catholicus, cura 

et studio Petri Cardinalis Gasparri concinnatus, decim
a editio, Typis 

Polyglottis Vaticanis, 1933, p. 23) 

に
当
た
る
。
動
詞ʻfaciesʼ

は
直
接
法
二

人
称
単
数
未
来
形
で
あ
る
。「
未
来
は
二
人
称
で
は
お
だ
や
か
な
命
令
に
も
用
い
ら

れ
る
。」（
樋
口
勝
彦
・
藤
井
昇
『
詳
解
ラ
テ
ン
文
法
』
研
究
社
、
一
九
六
三
年
、

二
十
四
頁
）
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
「
お
だ
や
か
な
命
令
」
に
当
た
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
ド
ミ
ニ
コ
会
研
究
所
編
、
本
田
善
一
郎
訳
『
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え

―
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
の
ま
と
め
―（
改
訂
版
）』（
東
京
大
司
教
認
可
、

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、「
盗
ん
で
は
な
ら
な
い
。」（
一
六
四
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。

	
 

こ
れ
は
旧
約
聖
書
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
十
章
十
五
節
「
盗
ん
で
は
な
ら
な
い
。」（
新

共
同
訳
）
と
い
う
箇
所
が
対
応
す
る
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
で
は
、「
お
ま
え
は
盗

ん
で
は
な
ら
な
い
。」〔『
聖
書　

原
文
校
訂
に
よ
る
口
語
訳　

出
エ
ジ
プ
ト
記
』
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
書
研
究
所
訳
注
、
中
央
出
版
社
、
一
九
六
一
年
、
一
二
八
頁
〕）。

ブ
ル
ガ
タ
で
は
、 

“Non furtum
 facies.

” 

と
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書

で
は
、 

“

” （Biblia H
ebraica Stuutgartensia, 1977

に
よ
る
。
以
下
、

同
じ
。）、
七
十
人
訳
で
は
、 

“οὐ κλέψειϚ.

” （Septuaginta, 1935, 1979

に
よ
る
。

以
下
、
同
じ
。
但
し
、
十
五
節
で
は
な
く
、
十
四
節
）
と
な
っ
て
い
る
。

	

　

漢
訳
聖
書
で
は
、
代
表
訳
は
「
毋0

攘
竊
。」（
傍
点
、
訳
者
注
。
以
下
同
じ
）、
Ｂ

Ｃ
訳
は
「
爾
毋0

偷
竊
。」、U

nion Version

は
「
不
可
偸0

盜0

。」、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
訳
は
「
不
可
偸0

盜0

。」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
教
要
解
略
に
書
き
記
さ
れ

た
第
七
戒
の
漢
訳
語
は
代
表
訳
と
Ｂ
Ｃ
訳
の
禁
止
命
令
を
指
し
示
す
「
毋
」
と
い

う
語
とU

nion Version

と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
の
盗
む
と
い
う
意
味
の
動
詞
「
偸

盜
」
と
い
う
語
が
合
わ
さ
っ
た
形
を
な
す
こ
と
が
分
か
る
。

	

　

デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
の
「
第
七
誡
。
毋
偷
盜
」
で
は
、「
偷
盜
者
。

悖
義
而
取
他
人
之
物
。
無
故
而
以
人
財
爲
己
資
也
。
有
義
有
故
。
則
勿
爲
罪
。」（
巻

之
下
、
七
十
七
葉
表
〔
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
七
一
九
二
番
〕）
と
釈
す
。
偸
盗

と
は
正
当
な
理
由
な
く
他
人
の
財
物
を
奪
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
正
当
な
理
由
が
あ
れ

ば
、
こ
の
限
り
で
な
い
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

	

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
七
戒
の
漢
語
訳
と
し
て
の
「
毋
偷
盗
」
の
中
の
「
偷
盗
」
と

い
う
語
は
仏
教
概
念
と
し
て
も
独
自
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
丁
福
保
編
纂

『
佛
学
大
辞
典
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
の
「
偷
盜
」
の
項
目
に
は
、「（
術

語
）
十
惡
業
之
一
。
新
譯
作
不
與
取
。
他
人
不
與
而
自
取
也
。」（
九
八
二
頁
）
と
あ

る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、「
殺
生
」、「
偷
盗
」、「
邪
婬
」、「
妄
語
」、「
両
舌
」、「
悪
口
」、

「
綺
語
」、「
貪
欲
」、「
瞋
恚
」、「
邪
見
」
と
い
う
仏
教
の
説
く
と
こ
ろ
の
「
十
悪
」（「
十

善
十
惡
」
同
書
、
一
〇
四
三
頁
）
の
中
の
二
番
め
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
者

か
ら
自
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
奪
い
取
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ

る
。
同
辞
典
が
引
く
と
こ
ろ
の
智
顗
撰
『
法
界
次
第
初
門
』
巻
上
之
上
に
は
、「
十

惡
初
門
第
十
一　

身
有
三
惡　

一
殺
生　

二
偸
盜

0

0　

三
邪
婬
」（
大
正
新
修
大
藏
經

第
四
十
六
巻
、
六
六
九
頁
）
と
あ
り
、
そ
の
後
で
「
二
偸
盜　
盜
取
他
財
物

0

0

0

0

0

。
故
名

爲
偸
盜

0

0

」
と
「
偷
盗
」
の
行
為
は
他
者
の
財
物
を
奪
い
取
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
る
。
そ
し
て
ま
た
同
辞
典
が
引
く
と
こ
ろ
の
世
親 （Vasubandhu

） 

造
、
玄
奘
訳

『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
巻
第
十
六
で
は
、「
當
レ
辯
二

不
與
取
一

頌
曰　

不0

レ 0

與
取

0

0

二 0

他0
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物0

一 0　

力
竊
取
屬

0

0

0

0

レ 0

己0　

論
曰
。
前
不
誤
等
如
二

其
所
應
一　

流–

二

至
後
門
一

故
不
二

重

說
一。
謂0

要0

先0

發0

二 0

欲0

レ 0

盜
故
思

0

0

0

一 0

。
於0

二 0

他
物
中

0

0

0

一 0

起0

二 0

他
物
想

0

0

0

一 0

。
或
力
或
竊

0

0

0

0

起0

二 0

盜
加

0

0

行0

一 0

。
不0

レ
誤0

而
取
令

0

0

0

レ
属0

二 0

己
身

0

0

一 0

。
齊0

レ
此
名
爲

0

0

0

二 0

不
與
取
罪

0

0

0

0

一 0

。
若
有
レ
盜–

二

取
窣

堵
波
物
一。
彼
於
二

如
來
一

得
二

偸
盜
罪
一。
以
佛
臨
下
欲
レ
入
二

涅
槃
一

時
上
哀–

二

愍
世

間
一

總
受
二

所
施
一。
有
餘
師
說
。
望
二

守
護
者
一。
若
有
レ
掘–

二

取
無
主
伏
藏
一。
於
二

國

主
邊
一

得
二

偸
盜
罪
一。
若
有
レ
盜–

二

取
諸
迴
轉
物
一。
已
作
二

羯
磨
一

於
二

界
內
僧
一。
若

羯
磨
未
レ
成
。
普
於
二

佛
弟
子
一

得
二

偸
盜
罪
一。
餘
例
應
思
。
已
辯
二

不
與
取
一。」（
大

正
新
修
大
藏
經
第
二
十
九
巻
、
八
十
六
頁
―
八
十
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
偷
盗
」

を
外
的
な
行
為
の
次
元
を
超
え
て
内
面
の
意
思
の
次
元
に
ま
で
遡
っ
て
捉
え
て
い

る
。

	

　

要
す
る
に
、『
佛
学
大
辞
典
』
に
引
く
『
法
界
次
第
』
上
之
上
と
『
倶
舎
論
』
十

六
に
よ
れ
ば
、「
偷
盗
」
と
は
或
る
明
確
な
意
思
を
も
っ
て
自
己
の
所
有
に
帰
属
し

な
い
も
の
を
他
者
か
ら
強
引
に
或
い
は
秘
か
に
奪
い
取
っ
て
自
己
の
占
有
下
に
置

く
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

更
に
、
日
本
の
代
表
的
仏
教
辞
典
と
忖
度
さ
れ
る
望
月
信
亨
の
手
に
な
っ
た
塚

本
善
隆
編
纂
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
四
巻
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
三
六

年
初
版
、
一
九
五
七
年
増
訂
版
）
に
設
け
ら
れ
た
「
偸
盜
戒
」
の
項
目
の
記
述
に

よ
れ
ば
、「
偸
盜
は
梵
語adattâdāna

の
譯
。
…
…
具
さ
に
不
與
取
學
處
と
名
づ
け
、

又
不
與
取
戒
、
或
は
盜
戒
と
も
稱
す
。
四
波
羅
夷
の
一
。
十
重
禁
の
一
。
五
八
十

具
の
一
。
卽
ち
與
へ
ら
れ
ざ
る
に
他
人
の
財
物
を
取
る
を
制
す
る
戒
な
り
。」（
三

六
六
五
頁
―
三
六
六
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
偸
盗
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
漢

訳
語
で
あ
る
。
原
語
は
荻
原
雲
来
編
纂
、
辻
直
四
郎
協
力
、
鈴
木
学
術
財
団
編
『
漢

訳
対
照　

梵
和
大
辞
典　

新
装
版
』（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
中
性

名
詞 ʻadattādānaʼ 

で
あ
る
（
二
十
九
頁
）。
そ
れ
は
、「
與
へ
ら
れ
ざ
る
も
の

を
（
勝
手
に
）
取
る
こ
と
、
盜
」（
同
頁
）
を
意
味
し
、「
偸
盗
」
と
い
う
語
は
同

原
語
の
漢
訳
語
「
不
與
取
；
盜
、
偸
盜

0

0

、
劫
盗
、
偸
劫
奪
、
盜
他
財
物
」（
同
頁
）

の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
思
う
に
、「
不
與
取
」
と
い
う
語
が
原
語
の
意
味
に
近
い
の

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語 ʻadattādānaʼ 

は 

ʻadattaʼ 

と ʻādānaʼ 

に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
者
は
過
去
受

動
分
詞
と
し
て
「
與
へ
ら
れ
ざ
る
〔
返
却
す
る
こ
と
あ
る
べ
き
取
得
物
に
就
て
云

ふ
〕）（
同
頁
）
と
い
う
意
味
を
有
し
、
後
者
は
中
性
名
詞
と
し
て
「
執
持
、
取
得
；

除
去
；
受
納
；
捕
捉
、
充
當
、
撤
回
；〔
識
（Vijñāna

）
の
一
種
〕」（
一
九
一
頁
）

と
い
う
意
味
を
有
し
よ
う
か
ら
、 ʻadattādānaʼ 

は
直
訳
す
れ
ば
、「
与
え
ら
れ

て
い
な
い
も
の
を
奪
い
取
る
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
従
っ
て
、「
不
與
取
」
と
い
う
漢
訳
語
が
「
偸
盗
」
と
い
う
漢
訳
語
よ
り
も

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
の
意
味
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

	

　

ま
た
、「
波
羅
夷
」
と
は
中
村
元
他
編
『
岩
波　

仏
教
辞
典
』（
一
九
八
九
年
）

に
よ
れ
ば
、「
煩
悩
に
負
け
て
罪
を
犯
す
こ
と
」（
六
六
六
頁
）
を
意
味
し
、「
四
種

（
婬
・
盗・・
・
殺
・
妄
）
あ
る
こ
と
か
ら
〈
四
重
（
禁
）〉
と
も
呼
ば
れ
る
」（
同
頁
）

も
の
で
あ
り
、「
戒
律
の
最
重
罪
で
教
団
追
放
の
罪
」（
同
頁
）
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、

「
偸
盗
」
は
最
も
重
い
戒
律
上
の
四
つ
の
罪
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

	

　

更
に
、「
十
重
禁
」
と
は
「
梵
網
経
に
説
く
菩
薩
の
重
罪
」（
同
辞
典
、三
九
四
頁
）

で
あ
り
、「
内
容
は
、
殺
・
盗・・・
婬
・
妄
語
・
酤
酒
・
説
過
罪
・
自
讃
毀
他
・
慳
・
瞋
・

謗
三
宝
か
ら
成
り
、
自
ら
犯
し
て
は
な
ら
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
他
を
し
て
犯
さ
し
め

て
な
ら
ぬ
と
す
る
所
に
特
色
が
あ
る
。」（
同
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
四
波
羅
夷
」
は
比
丘
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
に
比
し
、「
十
重
禁
」
は
菩
薩
に
関

す
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
菩
薩
の
次
元
に
お
い
て
も
「
偸
盗
」
は
「
十
重
禁
」
の

一
つ
と
し
て
否
定
さ
れ
る
わ
け
な
の
で
あ
る
。

	

　

更
に
ま
た
、「
五
八
十
具
」
と
は
前
掲
『
佛
学
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
五
戒
、

八
戒
、
十
戒
、
具
足
戒
之
略
稱
」（
二
四
三
頁
）
で
あ
り
、「
小
乘
諸
律
所
說
戒
之

總
標
」（
同
頁
）
に
等
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
更
に
同
辞
典
の
「
戒
」
の
項
目
の

と
こ
ろ
に
は
、「
五
戒
、
八
戒
、
十
戒
、
具
足
戒
之
四
級
、
爲
戒
之
四
位
。
是
小
乘

戒
之
分
相
也
。」（
五
五
三
頁
）
と
あ
る
。
要
す
る
に
、「
五
八
十
具
」
と
は
小
乗
戒

の
総
称
で
あ
り
、「
偸
盗
戒
」
は
小
乗
戒
に
も
存
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

	

　

具
体
的
に
は
、
前
掲
『
岩
波　

仏
教
辞
典
』
に
よ
れ
ば
「
五
戒
」
は
「
在
俗
信

者
の
保
つ
べ
き
五
つ
の
戒
（
習
慣
）。
不
殺
生
・
不
偸
盗

0

0

・
不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不

―180―



愛知大学　言語と文化　No. 25

（ 4 ）

飲
酒
の
五
項
か
ら
な
る
」（
二
六
一
頁
）
も
の
で
あ
り
、「
八
戒
」
は
「
八
斎
戒
」

の
こ
と
で
あ
り
（『
佛
学
辞
典
』
五
五
三
頁
）、「
八
斎
戒
」
は
「
六
斎
日
に
守
る
八

つ
の
戒
。
布
薩
の
日
に
寺
に
出
か
け
て
、
一
昼
夜
守
る
在
家
の
戒
。
在
家
の
五
戒

に
衣
食
住
の
具
体
的
な
節
制
、
す
な
わ
ち
装
身
具
を
つ
け
ず
、
歌
舞
を
見
な
い
こ

と
、
ベ
ッ
ド
に
寝
な
い
こ
と
、
昼
を
す
ぎ
て
食
事
を
し
な
い
こ
と
、
を
加
え
て
八

条
と
し
た
も
の
」（
六
六
三
頁
）
で
あ
り
、「
十
戒
」
は
「
出
家
し
て
沙
弥
・
沙
弥

尼
に
な
る
と
き
に
受
持
す
る
戒
。
内
容
は
在
家
信
者
の
五
戒
お
よ
び
そ
れ
を
一
歩

出
家
に
近
づ
け
た
臨
時
の
戒
で
あ
る
八
斎
戒
に
共
通
し
、
さ
ら
に
正
午
以
後
食
事

を
し
な
い
、
財
産
を
貯
え
な
い
、
の
二
条
を
加
え
た
も
の
」（
三
六
四
頁
）
で
あ
り
、

「
具
足
戒
」
は
「
比
丘
・
比
丘
尼
す
な
わ
ち
出
家
し
た
男
女
が
、
教
団
内
で
守
る
べ

き
戒
律
を
総
称
し
て
い
う
。
い
わ
ゆ
る
小
乗
仏
教
の
諸
部
派
で
規
定
さ
れ
て
い
た

出
家
の
た
め
の
戒
律
条
項
（
小
乗
戒
）
の
こ
と
で
、
通
常
、
比
丘
は
二
五
〇
戒
、

比
丘
尼
は
三
四
八
戒
と
さ
れ
た
」（
二
〇
九
頁
）
も
の
で
あ
る
。

	

　

つ
ま
り
、
望
月
辞
典
の
解
説
に
よ
る
な
ら
ば
、「
偷
盗
戒
」
は
仏
教
に
お
い
て
在

家
の
信
者
に
関
す
る
戒
と
出
家
し
た
僧
侶
に
関
す
る
戒
の
双
方
に
共
通
す
る
重
要

な
戒
な
の
で
あ
ろ
う
。

	

　

し
か
し
、
こ
こ
でʻm

andatum
ʼ

を
「
戒
」
と
漢
訳
し
た
こ
と
へ
の
反
省
が
生

じ
る
。
江
川
憲
「
お
き
て　

掟
」
に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
語
で
はʻm

andatum
ʼ

と

ʻpraeceptum
ʼ

が
対
応
す
る
「
掟
と
は
、
人
間
の
行
動
を
一
定
の
善
や
価
値
に
向

け
て
義
務
づ
け
る
戒
律
で
あ
る
。
掟
は
『
～
せ
よ
』
と
い
う
肯
定
的
な
定
式
と

『
～
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
い
う
否
定
的
な
禁
令
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
は

個
人
ま
た
は
社
会
共
同
体
の
福
利
を
促
進
し
、
遂
行
し
、
達
成
す
る
た
め
に
合
法

的
な
権
威
者
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
る
。
聖
書
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
い
て
、
掟

（〔
ギ
〕entole

）
は
律
法
（nom

os

）
に
近
い
概
念
で
あ
り
、
前
者
は
後
者
を
よ

り
具
体
的
に
表
現
す
る
。
通
常
、
神
の
掟
と
教
会
の
掟
と
に
大
別
さ
れ
る
が
、
倫

理
神
学
の
内
容
と
体
系
を
規
定
し
て
き
た
掟
は
十
戒
で
あ
る
。」（
研
究
社
『
新
カ

ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
一
巻
、
一
九
九
六
年
、
九
〇
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

ʻm
andatum

ʼ

は
肯
定
と
否
定
両
方
か
ら
な
る
命
令
で
あ
り
、
そ
の
中
枢
に
通
常

「
十
戒
」
と
訳
さ
れ
るʻdecalogusʼ

が
あ
る
。

	

　

他
方
、阿
部
慈
園
「
戒
」
に
よ
れ
ば
、通
常
「
戒
」
と
訳
さ
れ
る
「
シ
ー
ラ
（śīla

）

は
、『
瞑
想
す
る
』『
奉
仕
す
る
』『
実
践
す
る
』
と
い
う
意
味
を
も
つ/śīl 

と
い
う

語
根
か
ら
派
生
し
た
語
で
、『
習
慣
性
』『
行
為
』『
性
格
』『
傾
向
』
な
ど
の
意
味

を
も
つ
。
習
慣
性
や
行
為
に
は
、善
い
も
の
と
悪
い
も
の
と
が
あ
る
が
、単
に『
戒
』

と
い
う
と
き
は
、『
善
戒
』
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、『
戒
』
は
『
善
い
習
慣
性
』

『
善
い
行
為
』『
善
い
性
格
』
な
ど
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。（
早
島
鏡
正
監
修
『
仏

教
・
イ
ン
ド
思
想
辞
典
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
年
、
四
十
六
頁
―
四
十
七
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、ʻśīlaʼ

の
基
本
義
は
「
習
慣
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
仏
教
の

信
者
す
べ
て
に
通
じ
る
「
善
い
心
構
え
に
基
づ
い
た
習
慣
的
行
為
」
で
あ
る
と
言

う
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

し
か
し
、
仏
教
信
者
が
在
家
の
生
活
を
出
て
修
行
し
よ
う
と
欲
す
る
と
き
に
、

志
を
同
じ
く
す
る
出
家
者
が
悟
り
に
向
け
て
集
団
生
活
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
と
き
、
通
常
「
律
」
と
訳
さ
れ
るʻvinayaʼ

、
す
な
わ
ち
「
集
団
生
活
を
営

む
僧
侶
の
生
活
規
則
」（『
岩
波　

仏
教
辞
典
』、
八
二
七
頁
）
が
必
要
と
な
っ
て
来

る
。「
一
般
に
は
〈
律
〉
の
こ
と
を
〈
戒
律
〉
と
称
し
て
規
律
の
意
に
用
い
る
」（
同

頁
）
よ
う
で
あ
る
か
ら
、「
戒
律
」
も
僧
侶
の
集
団
生
活
上
の
規
則
と
し
て
の
「
律
」

と
実
質
的
に
等
し
い
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
中
村
元
監
修
『
新
・
佛
教
辞
典
』（
誠

信
書
房
、
一
九
八
〇
年
増
補
）
も
「
戒
律
」
の
項
で
、「
仏
教
々
団
が
確
立
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
教
団
の
秩
序
維
持
に
は
規
範
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
種
々
の
規
律
条
項
や
違
反
の
際
の
罰
則
を
規
定
し
た
の
が
律
で
、

こ
れ
を
内
心
よ
り
自
発
的
に
守
ろ
う
と
し
て
誓
う
点
を
戒
と
い
う
の
で
あ
る
。」（
七

十
八
頁
）
と
、
教
団
の
成
立
過
程
か
ら
「
律
」
と
「
戒
」
に
つ
い
て
分
か
り
易
く

説
明
し
て
く
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
出
家
し
た
仏
教
信
者
が
僧
侶
集
団
の
中
で
守

る
べ
き
約
束
事
と
し
て
の
「
具
足
戒
」
は
実
態
と
し
て
は
「
律
」
の
範
疇
に
入
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　
「
戒
」
が
「
修
行
規
則
を
守
ろ
う
と
す
る
自
律
的
な
決
心
」（
一
〇
七
頁
）
で
あ

る
に
せ
よ
、
実
態
と
し
て
は
出
家
者
の
守
る
べ
き
「
律
」
を
意
味
す
る
に
せ
よ
、
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そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
のʻm

andatum
ʼ

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
は
異

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
者
は
神
か
ら
人
に
与
え
ら
れ
た
絶
対
的
な
命

令
で
あ
り
、
一
般
信
者
と
聖
職
者
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
万
人
を
対
象
と
す
る
も

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、ʻm

andatum
ʼ

を
「
戒
」
と

い
う
語
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
こ
と
は
語
の
本
質
的
理
解
を
妨
げ
、
仏
教
的
概
念

を
暗
暗
裏
に
引
き
込
む
こ
と
に
な
り
は
し
ま
い
で
あ
ろ
う
か
と
臆
測
す
る
も
の
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
修
行
に
向
け
て
の
善
意
の
決
意
と
し
て
のʻśīlaʼ

に
せ
よ
、

僧
侶
の
集
団
生
活
の
約
束
事
と
し
て
のʻvinayaʼ

に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

修
行
者
の
自
発
的
な
意
志
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

ʻm
andatum

ʼ

は
神
の
意
志
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
現
在
の
日
本
に
お
い
て
、ʻm

andatum
ʼ

は
通
常
「
掟
」
と
訳
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
れ
は
か
つ
て
大
航
海
時
代
の
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
『
ド
チ
リ
ナ
・

キ
リ
シ
タ
ン
』の
中
に
、「
第
七
。
デ
ウ
ス
の
御
掟
十
の
マ
ン
ダ
メ
ン
ト
ス
の
事
」（
海

老
沢
有
道
・
岸
野
久
校
註
、
一
六
〇
〇
年
刊
・
ロ
ー
マ
字
本
、
海
老
沢
有
道
・
井

手
勝
美
・
岸
野
久
編
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
教
理
書
』
教
文
館
、一
九
九
三
年
、五
十
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
十
戒
は
『
ご
掟
の
マ
ン
ダ
メ
ン
ト
』
と
通
称
さ
れ
て
い
た
。」（
五

十
一
頁
）
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
通
称
は
「
和
洋
同
義
語
の
重
複
」（
五
十
一
頁
）
で

あ
る
か
ら
、「
掟
」
はʻm

andatum
ʼ

の
訳
語
と
し
て
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
相
当

早
い
時
期
か
ら
固
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
加
え
て
本
来
的
に
仏
教
用
語

で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
些
か
古
め
か
し
い
響
き
を
伴
う
も
の
の
、

「
戒
」
と
い
う
訳
語
に
比
べ
て
原
語
と
の
距
た
り
が
少
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

	

　

次
に
、
わ
た
く
し
は
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
の
「
偸
盜
戒
」
の
項
目
の
と
こ
ろ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
経
典
す
べ
て
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
中
阿
含
第
十
九
迦
那
經
、

四
分
律
比
丘
戒
本
、
摩
訶
僧
祇
律
第
三
、
五
分
律
第
一
、
四
分
律
第
一
、
十
誦
律

第
一
、
摩
訶
僧
祇
律
第
三
、
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
第
二
、
善
見
律
毘
婆
沙
第
十
、

倶
舎
論
第
十
六
、
四
分
律
行
事
事
鈔
巻
中
之
一
、
梵
網
經
菩
薩
戒
本
疏
巻
上
、
梵

網
經
巻
下
、
舊
華
嚴
經
第
二
十
四
十
地
品
、
大
毘
婆
沙
論
第
百
十
三
、
大
智
度
論

第
十
三
、
大
方
等
大
集
經
第
五
十
、
瑜
伽
師
地
論
第
四
十
一
、
中
阿
含
第
三
思
經
、

第
五
十
五
持
齋
經
、
增
一
阿
含
經
第
七
五
戒
品
、
正
法
念
處
經
第
一
、
新
華
嚴
經

第
三
十
五
、
四
分
律
第
五
十
五
、
五
分
律
第
二
十
八
、
有
部
毘
奈
耶
第
二
至
第
五
、

優
婆
塞
五
戒
相
經
、
善
見
律
毘
婆
沙
第
八
、
第
九
、
薩
婆
多
毘
尼
摩
得
勒
伽
第
一
、

第
七
、
第
八
、
大
毘
婆
沙
論
第
百
二
十
四
、
成
實
論
第
八
、
瑜
伽
師
地
論
第
三
、

菩
薩
戒
經
義
疏
巻
下
、
倶
舎
論
光
記
第
十
六
、
四
分
律
疏
第
二
末
（
後
出
の
開
宗

記
の
異
名
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
）、
四
分
律
疏
餝
宗
記
第
四
本
、
四
分
律
開
宗

記
第
二
本
、
四
分
律
行
事
鈔
資
持
記
巻
中
一
の
該
当
箇
所
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に

当
た
っ
て
み
た
。

	

　
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
四
巻
、「
偸
盜
戒
」
に
引
く
瞿
曇
僧
伽
提
婆
訳
『
中
阿

含
經
』
巻
第
十
九
「
長
壽
王
品
」「
迦
絺
經
」
第
九
に
は
、「
諸
賢
。
我
離
二

不
與

0

0

取0

一

斷
二

不
與
取

0

0

0

一。
與
而
後
取
樂
二

於
與
取
一。
常
好
二

布
施
一

歡
喜
無
レ
悋  

不
レ
望
二

其

報
一。
我
於
二

不
與
取
一

淨–

二

除
其
心
一。」（
大
正
新
修
大
藏
經
第
一
巻
、
五
五
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
偸
盗
」
の
問
題
は
自
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
奪
う
と

こ
ろ
に
焦
点
が
置
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

	

　

ま
た
同
辞
典
に
引
く
五
百
大
阿
羅
漢
等
造
、
玄
奘
訳
『
阿
毘
逹
磨
大
毘
婆
沙
論
』

巻
第
一
百
一
十
三
「
業
蘊
第
四
中
惡
行
納
息
」
第
一
之
二
に
は
、「
諸
不
與
取
。
若

習
若
修
若
多
修
習
。
生
二

那
落
迦
傍
生
鬼
趣
一。
是
異
熟
果
。
從
二

彼
處
一

沒
來–

二

生
人

中
一。
財
寶
匱
乏
是
等
流
果
。
彼
增
上
故
所
感
外
物
有
レ
災
有
レ
患
。
多
遭
二

霜
雹
塵

穢
等
障
一。
是
增
上
果
。」（
同
大
藏
經
第
二
十
七
巻
、
五
八
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
偸
盗
」
を
犯
せ
ば
、
輪
廻
の
世
界
の
中
で
報
い
を
受
け
て
、
人
間
に
生
ま
れ
変
わ

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
た
と
え
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
て
も

経
済
的
に
不
如
意
な
生
活
を
強
い
ら
れ
る
と
説
か
れ
る
。

	
　

更
に
同
辞
典
に
引
く
曇
無
讖
訳『
大
方
等
大
集
經
』第
五
十「
月
藏
分
」第
十「
四

諸
惡
鬼
神
得
敬
信
品
」
に
は
、「
休
息
偸
盜
獲
十
種
功
德
。
何
等
爲
十
。
一
者
具
大

果
報
爲
事
決
斷
。
二
者
所
有
財
物
不
共
他
有
。
三
者
不
共
五
家
。
四
者
衆
人
愛
敬

無
有
厭
足
。
五
者
遊
行
諸
方
無
有
留
難
。
六
者
行
來
無
畏
。
七
者
以
樂
布
施
。
八

者
不
求
財
寶
自
然
速
得
。
九
者
得
財
不
散
。
十
者
身
壤
命
終
得
生
善
衟
。
諸
仁
者
。
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是
休
息
偸
盜

0

0

得
十
種
功
德
。
若
能
以
此
休
息
偸
盜

0

0

善
根
迴
向
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
。」（
同
大
藏
經
第
十
三
巻
、
三
二
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
偸
盗
」
の
行
為
を

止
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
種
の
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。

	

　

更
に
ま
た
同
辞
典
に
引
く
彌
勒
菩
薩
説
、
玄
奘
訳
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
四
十
一

「
本
地
分
中
菩
薩
地
」
第
十
五
「
初
持
瑜
伽
處
戒
品
」
第
十
之
二
に
は
、「
又
如
下
菩

薩
見
中
劫
盜
賊
奪
二

他
財
物
一。
若
僧
伽
物
窣
堵
波
物
。
取
二

多
物
一

已
執
爲
二

己

有
一

縱
レ
情
受
用
上。
菩
薩
見
已
起
二

憐
愍
心
一。
於
二

彼
有
情
一

發
二

生
利
益
安
樂
意
樂
一。

隨
二

力
所
一レ
能
逼
而
奪
取
。
勿
レ
令
レ
受
二

用
如
レ
是
財
。
故
當
受
二

長
夜
無
義
無
利
一。

由
二

此
因
縁
一

所
レ
奪
財
寶
。
若
僧
伽
物
還
二

復
僧
伽
一。
若
僧
伽
物
還
二

窣
堵
波
一。
若

有
情
物
還
二

復
有
情
一。
又
見
下
衆
主
或
園
林
主
。
取
二

僧
伽
物
窣
堵
波
物
一

言
二

是
己

有
一

縱
レ
情
受
用
上。
菩
薩
見
已
思
二

擇
彼
惡
一

起
二

憐
愍
心
一。
勿
レ
令
下
因
此
邪
受
用

業
當
受
中
長
夜
無
義
無
利
上。
隨
二

力
所
一レ
能
廢
二

其
所
主
一。
菩
薩
如
レ
是
雖
二

不
與
取
一。

而
無
二

違
犯
一

生
二

多
功
德
。」（
同
大
藏
經
第
三
十
巻
、五
一
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

他
者
が
「
偸
盗
」
の
行
為
に
よ
り
入
取
し
た
も
の
を
奪
い
取
っ
て
本
来
の
持
ち
主

に
返
す
こ
と
は
「
偸
盗
」
の
罪
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

	

　

次
に
同
辞
典
に
引
く
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
造
、
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
訳
『
大
智

度
論
』
巻
第
十
三
「
釋
初
品
」「
中
尸
羅
波
羅
蜜
義
」
第
二
十
に
は
、「
如
二

佛
說
一。

不
與
取
有

0

0

0

0

二 0

十
罪

0

0

一 0

。
何
等
爲
レ
十
。
一
者
物
主
常
瞋
。
二
者
重
疑
。
三
者
非
行
時

不
二

等
籌
量
一。
四
者
朋–

二

黨
惡
人
一

遠–

二

離
賢
善
一

。
五
者
破
二

善
相
一

。
六
者
得
二

罪

於
官
一。
七
者
財
物
沒
入
。
八
者
種
二

貧
窮
業
因
緣
一。
九
者
死
入
二

地
獄
一。
十
者
若

出
爲
レ
人
勤
苦
求
レ
財
。
五
家
所
レ
共
若
王
若
賊
若
火
若
水
若
不
愛
子
用
。
乃
至
藏
埋

亦
失
。」（
同
大
藏
經
第
二
十
五
巻
、
一
五
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
偸
盗
」
に
関

し
て
十
個
の
罪
が
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

	

　

同
様
に
同
辞
典
に
言
及
さ
れ
る
伽
跋
陀
羅
訳
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
巻
第
十
に
は
、

「
今
當
現
盜
戒

0

0

有
二

五
事
一。
是
故
律
本
所
說
。
五
事
者
。
何
謂
爲
レ
五
。
一
者
他
物
。

二
者
他
物
想
。
三
者
重
物
。
四
者
盜
心
。
五
者
離
二

本
處
一。
若
一
事
二
事
不
二

犯
重
一。

若
具
二

二
事
一。
偸
蘭
遮
突
吉
羅
。
六
事
者
。
非
二

自
想
一

非
二

親
厚
想
一。
非
二

暫
用

想
一

重
物
。
盜
心
離
二

本
處
一。
非
二

他
主
一

者
。
非
二

他
守
護
一。
此
物
糞
掃
想
無
主
想
。

自
己
想
暫
用
想
。
非
盜
心
無
罪
己
想
。
於
二

他
物
中
一

生
二

自
己
想
一。
取
離
二

本

處
一

無
レ
罪
。
若
物
主
責
應
レ
還
。
若
不
レ
還
者
犯
二

重
罪
一。」（
同
大
藏
經
第
二
十
四

巻
、
七
四
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
偸
盗
戒
」
が
五
つ
の
事
項
に
分
類
さ
れ
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
。

	

　

ま
た
同
辞
典
に
言
及
さ
れ
る
求
那
跋
摩
訳
『
佛
說
優
婆
塞
五
戒
相
經
』「
盜
戒
第

二
」
に
は
、
在
俗
の
信
者
に
対
し
て
「
偸
盗
」
の
罪
に
関
し
て
具
体
的
で
詳
し
い

分
類
が
示
さ
れ
る
（
同
大
藏
經
第
二
十
四
巻
、
九
四
一
頁
―
九
四
二
頁
）。

	

　

更
に
同
辞
典
に
言
及
さ
れ
る
義
淨
訳
『
根
本
說
一
切
有
部
毘
奈
耶
』
巻
第
二
「
不

與
取
學
處
」
第
二
之
一
、
同
書
巻
第
三
「
不
與
取
學
處
」
第
二
之
二
、
同
書
巻
第

四
「
不
與
取
學
處
」
第
二
之
三
、
同
書
巻
第
五
「
不
與
取
學
處
」
第
二
之
四
（
同

大
藏
經
第
二
十
三
巻
、
六
三
五
頁
―
六
五
二
頁
）
に
は
、「
偸
盗
戒
」
に
関
す
る
こ

と
が
有
部
の
立
場
か
ら
詳
説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

	

　

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、仏
教
の「
偸
盗
戒
」の
特
徴
が
出
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
偸
盗
」
を
「
不
與
取
」、
つ
ま
り
自
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
奪

う
こ
と
と
概
念
規
定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
具
体
的
に
細
か
く
分
類
し
、
戒
に
抵
触

す
る
も
の
を
示
す
の
で
あ
る
。
戒
を
犯
し
た
も
の
は
輪
廻
の
世
界
の
中
で
報
い
を
受

け
る 

（
こ
の
こ
と
は
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
の
中
に
言
及
す
る
伽
提
婆
訳
『
增
壹

阿
含
經
』
巻
第
七
「
五
戒
品
」
第
十
四
に
も
、「（
三
） 

聞
如
レ
是
。 

一
時
佛
在
二

舍

衞
國
祗
樹
給
孤
獨
園
一。
爾
時
世
尊
告
諸
二

比
丘
一。
於
二

此
衆
中
一

我
不
レ
見
二

一

法
一

修
行
已
多
修
行
已
。
成
二

地
獄
行
餓
鬼
畜
生
行
一。
若
生
二

人
中
一

極
爲
二

貧
匱
一。

衣
不
レ
蓋
レ
形
食
不
レ
充
レ
口
。
所
謂
劫
盜
也
。
諸
比
丘
。
若
有
レ
人
意
好
二

劫
盜
一

取
二

他

財
物
一。
便
堕
二

餓
鬼
畜
生
中
一。
若
生
二

人
中
一

極
二

貧
匱
一。
所–

二

以
然
一

者
。
以
レ
斷
二

他

生
業
一

故
。
是
故
諸
比
丘
。
當
レ
學
二

遠
離
不
與
取
一。
如
レ
是
諸
比
丘
當
レ
作
二

是
學
一。

爾
時
諸
比
丘
聞
二

佛
所
說
一。
歡
喜
奉
行
」。（
同
大
藏
經
第
二
巻
、
五
七
六
頁
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
）。
そ
の
一
方
で
、
他
者
の
「
偸
盗
」
の
行
為
を
阻
止
し
た
よ
う

な
場
合
に
は
功
徳
が
伴
う
の
で
あ
る
。

	

　

こ
の
よ
う
に
個
々
の
生
命
は
仏
教
的
な
無
給
無
終
の
輪
廻
世
界
に
お
い
て
さ
ま
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ざ
ま
に
分
類
整
理
さ
れ
た
「
偸
盗
」
の
行
為
を
め
ぐ
っ
て
応
報
と
功
徳
の
原
理
に

貫
か
れ
な
が
ら
自
己
展
開
し
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
単
体
の
具
体

的
な
「
偸
盗
」
の
行
為
は
永
遠
無
限
の
時
間
軸
に
沿
っ
て
相
対
化
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
社
会
的
に
不
利
な
状
況
下
に
置
か
れ
た
階
層
内
の
人
々
は
道
徳
的
制
裁
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

と
こ
ろ
で
、
大
東
文
化
大
学
中
国
語
大
辞
典
編
纂
室
編
『
中
国
語
大
辞
典　

下
』

（
角
川
書
店
、一
九
九
四
年
）
の
「
偷
」
の
項
目
に
は
「
偷
盗
」
と
い
う
語
を
掲
げ
、

用
例
と
し
て
『
淸
平
山
堂
話
本
』「
五
戒
禪
師
私
紅
蓮
記
」
の
中
の
文
を
挙
げ
て
い

る
（
三
〇
九
五
頁
）。
前
後
の
部
分
を
含
め
る
と
、「
這
五
戒
禪
師
、
年
三
十
一
歳
、

形
容
古
怪
、
左
辺
瞽
一
目
、
身
不
滿
五
尺
。
本
貫
西
京
洛
陽
人
、
自
幼
聰
明
、
挙

筆
成
文
、
琴
棋
書
画
、
無
所
不
通
。
長
成
出
家
、
禪
宗
釋
教
、
如
法
了
得
、
参
禪

訪
衟
。
俗
姓
金
、
法
名
五
戒
、
且
問:
何
謂
之
五
戒
？　

第
一
戒
者
、
不
殺
生
命
。

第
二
戒
者

0

0

0

0

、
不
偸
盜
財
物

0

0

0

0

0

。
第
三
戒
者
、
不
聽
淫
声
美
色
。
第
四
戒
者
、
不
飮
酒

茹
葷
。
第
五
戒
者
、
不
妄
語
起
語
。
―
―
此
謂
之
五
戒
。」（
洪
楩
編
、
譚
正
璧
校

注
『
清
平
山
堂
話
本
』
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
、
一
三
七
頁
）
と
あ
る
。

	

　

平
凡
社
の
中
国
古
典
文
学
大
系
第
二
十
五
巻
『
宋
・
元
・
明
通
俗
小
説
選
』（
一

九
七
〇
年
）
に
は
入
矢
義
高
が
「
解
説
」
を
書
い
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
『
清

平
山
堂
話
本
』
は
「
明
代
の
嘉
靖
二
十
年
か
ら
三
十
年
（
西
紀
一
五
四
一
―
五
一
）

こ
ろ
に
、
銭
塘
の
蔵
書
家
の
洪
楩
と
い
う
人
が
出
版
し
た
短
編
小
説
集
で
あ
る
。

…
…
『
話
本
』
と
い
う
の
は
…
講
釈
師
の
語
っ
た
講
談
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

…
…
『
小
説
』
を
専
門
に
語
る
講
釈
師
は
『
小
説
人
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
…
…

そ
し
て
、こ
の

：
話
本
集
に
収
め
ら
れ
た
短
篇
は
、ほ
と
ん
ど
み
な
こ
の『
小
説
人
』

の
口
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。」（
五
三
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
半
が
「
小

説
人
」
と
呼
ば
れ
る
講
釈
師
に
よ
っ
て
講
談
仕
立
て
で
語
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。

	

　

ま
た
、《
十
大
古
典
短
編
小
説
》
叢
書
中
の
一
つ
と
し
て
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り

一
九
九
二
年
に
出
版
さ
れ
た『
清
平
山
堂
話
本
』に
は
標
校
者
の
王
一
工
が「
前
言
」

を
書
い
て
お
り
、そ
れ
に
よ
れ
ば
『
清
平
山
堂
話
本
』
は
「
思
想
の
内
容
か
ら
見
て
、

封
建
道
徳
に
対
立
す
る
面
が
あ
る
一
方
で
、
ま
た
因
果
応
報
の
迷
信
を
強
調
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

面
が
あ
る

0

0

0

0

（
＝「
他
有
対
因
果
迷
信
的
渲
染
」）。
さ
ら
に
は
、
暗
黒
の
統
治
を
暴
露

す
る
面
も
あ
れ
ば
、
と
き
と
し
て
低
級
な
趣
味
に
迎
合
す
る
面
も
あ
る
。
全
体
と

し
て
見
れ
ば
、
封
建
社
会
に
お
け
る
新
興
の
市
民
階
層
の
心
模
様
及
び
彼
ら
が
追

い
求
め
た
こ
と
が
ら
を
通
し
て
歴
史
の
真
実
を
映
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
三

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
新
興
市
民
の
精
神
世
界
で
は
因
果
応
報

の
思
想
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
字
を
識
ら
ず
書
物
の
世

界
か
ら
縁
遠
い
よ
う
な
庶
民
も
ま
た
体
制
側
に
よ
る
教
化
の
た
め
に
ほ
ぼ
同
様
な

こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　
「
五
戒
禅
師
紅
蓮
記
」
で
は
第
三
戒
の
「
不
聽
淫
声
美
色
」
が
物
語
の
展
開
に
お

い
て
重
要
な
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
第
二
戒
の
「
不
偸
盜
財
物
」
も
ま

た
同
様
に
仏
教
の
よ
く
知
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
は
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

ま
た
、
同
物
語
に
お
い
て
も
輪
廻
転
生
は
作
品
を
展
開
さ
せ
る
駆
動
力
と
も
言

う
べ
き
働
き
を
な
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
広
く
明
末
中
国
の
民
衆
の

地
平
に
お
い
て
第
三
戒
だ
け
で
な
く
、
第
二
戒
も
因
果
応
報
思
想
の
原
理
に
よ
っ

て
理
解
し
よ
う
と
す
る
慣
性
の
力
が
働
く
も
の
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

	

　

要
す
る
に
、「
偸
盗
」
は
す
ぐ
れ
て
仏
教
的
な
概
念
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
明
末
中

国
の
天
主
教
に
お
い
て
第
七
戒
が
「
毋
偷
盗
」
と
訳
さ
れ
た
た
め
に
そ
こ
に
仏
教

的
世
界
観
が
染
み
入
り
、
第
七
戒
の
理
解
が
中
心
点
を
逸
す
る
可
能
性
が
構
造
的

に
内
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
）	

原
文
は
「
原
本
」（
二
十
二
葉
表
）。
教
要
解
略
中
の
「
十
誡
原
本
」（
十
三
葉
表

裏
）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）	
原
文
は
「
無
害
人
之
財
」（
二
十
二
葉
表
）。「
十
誡
原
本
」
の
箇
所
の
「
其
一
石
。

刻
後
七
誡
。
教
人
以
心
言
行
和
睦
同
類
。
不
害
其
身
名
財
等
。
爲
操
柄
。
而
推
廣   

天
主
之
心
以
愛
人
。」（
十
三
葉
裏
）
の
中
の
「
不
害
其

0

0

0

身
名
財0

等
。」
の
部
分
に
基

づ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
身
名
財
」
の
う
ち
、
す
で
に
「
身
」
に
関
す
る
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も
の
は
第
五
誡
の
「
毋
殺
人
」
の
と
こ
ろ
で
、
そ
し
て
「
名
」
に
関
す
る
も
の
は

第
六
誡
の
「
毋
邪
婬
」
の
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）	

「
明
ら
か
な
盗
み
」
の
原
文
は
「
明
盗
」（
二
十
二
葉
表
）、「
密
か
な
盗
み
」
の

原
文
は
「
暗
盗
」（
二
十
二
葉
表
）
で
あ
る
。
同
様
の
二
分
法
は
、
ア
レ
ニ
の
『
滌

罪
正
規
』
の
「
明
取
」
と
「
暗
取
」
と
い
う
言
い
方
（
巻
一
、
二
十
一
葉

〔N
. Standaert/A. Dudink

編
『
耶
穌
會
羅
馬
檔
案
館
明
淸
天
主
教
文
獻
』
第
四

冊
、台
北
利
氏
學
社
、二
〇
〇
二
年
、三
九
八
頁
〕）、及
び
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
の『
教

要
序
論
』
の
「
明
偷
盗
」
と
「
暗
偷
盗
」
と
い
う
言
い
方
（
十
六
葉
裏
〔
パ
リ
国

立
図
書
館
漢
籍
第
六
九
七
二
番
〕）
に
見
ら
れ
る
。

（
五
）	

原
文
は
「
惟
暗
盗
。
其
途
甚
廣
。
其
罪
常
令
人
不
及
自
知
。（
二
十
二
葉
表
）。

こ
の
う
ち
、「
自
知
」
と
い
う
表
現
は
前
掲
『
佛
学
大
辞
典
』
に
（
名
數
）
と
し
て

掲
げ
る
「
四
知
」、
す
な
わ
ち
「
謂
人
起
善
惡
之
心
時
、
四
者
直
知
之
。
天
知
、
地

知
、
傍
人
知
、
自
知

0

0

是
也
。」（
三
八
七
頁
）
の
中
の
一
つ
が
措
辞
上
、
下
敷
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
明
末
の
名
僧
雲
棲
袾
宏
は
万
暦
三
十
二
年（
一

六
〇
四
年
）
に
功
過
格
の
『
自
知
録
』
を
公
け
に
し
て
い
る
（
奥
崎
裕
司
「
民
」

溝
口
雄
三
他
編
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
二

二
七
頁
）。
こ
の
題
名
に
使
わ
れ
て
い
る
「
自
知
」
も
ま
た
仏
教
概
念
の
「
四
知
」

の
中
の
一
つ
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
六
）	

原
文
は
「
或
以
詭
計
而
鈎4

人
之
財
」。（
二
十
二
葉
表
）。
動
詞
「
鈎
」
の
用
法
が

興
味
深
い
。「
鈎
」
は
も
と
も
と
も
の
を
結
び
つ
け
た
り
、
ぶ
ら
下
げ
た
り
す
る
た

め
の
湾
曲
上
の
道
具
を
指
し
、そ
れ
か
ら
「
以
鈎
取
物
」（「
鈎
」『
古
今
漢
語
詞
典
』

商
務
院
書
館
、
四
八
四
頁
）、
す
な
わ
ち
か
ぎ
状
の
も
の
に
引
っ
か
け
て
取
る
と
い

う
意
味
が
派
生
し
た
よ
う
で
あ
る
。
教
要
解
略
中
の
語
も
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯

び
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト『
教
要
序
論
』で
は
、

「
或
用
計
誑
騙
取
人
財
物
。」（
十
六
葉
裏
）
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

	

　

前
掲
デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
で
は
「
偷
盜
」
を
七
つ
に
分
類
し
て
、

そ
の
一
つ
を
「
設
計
以
取
人
財
」（
巻
之
下
、
七
十
七
葉
表
）
と
し
、「
或
問
。
誆

人
之
財
若
何
。
曰
以
陳
爲
新
。
以
贋
爲
眞
。
餝
物
之
外
。
以
匿
内
醜
。
長
短
其
度
。

輕
重
其
衡
。
利
我
損
人
之
計
是
也
。」（
八
十
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、
商
品
を
偽

装
し
た
り
、
度
量
衡
の
目
盛
り
を
書
き
替
え
た
り
し
て
、
不
正
な
や
り
口
で
商
売

を
自
分
に
有
利
な
方
向
に
持
っ
て
行
く
こ
と
を
そ
の
具
体
的
な
中
味
と
し
て
示
す
。

（
七
）	

原
文
は
「
或
假
人
物
而
損
壞
之
。」（
二
十
二
葉
表
）。
こ
れ
に
対
し
て
前
掲
デ
ィ

ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
で
は
、「
如
人
毀
人
之
物
。
吏
命
取
其
家
資
以
償
。

非
罪
也
。」（
巻
之
下
、
七
十
七
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、
破
損
し
た
物
品
に
つ
き

破
損
し
た
側
か
ら
役
所
の
命
令
に
よ
っ
て
そ
の
家
財
を
取
る
こ
と
は
罪
と
は
見
な

さ
れ
な
い
。
前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序
論
』
で
は
、「
或
借
人
什
物
而
損
壞
。」

（
十
六
葉
裏
）
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
八
）	

原
文
は「
或
負
券
而
不
物
償
。」（
二
十
二
葉
表
）。「
負
券
」は「
負
債
字
拠
」（「
負
」

『
漢
語
大
詞
典
』
第
十
巻
、
六
十
七
頁
）、
す
な
わ
ち
借
用
証
書
の
意
味
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
動
詞
―
目
的
語
の
構
成
を
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
よ
く
分
か
ら
な
い
。
意
訳
を
試
み
た
。

	

　

ま
た
、「
物
償
」
の
意
味
も
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
語
は
明
末
中
国
の
社
会
に
お

い
て
一
定
の
意
味
を
有
す
る
語
と
し
て
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
物
」
の

字
義
は
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
が
、『
漢
語
大
詞
典
』
第
六
巻
の
「
物
」
の
項
目
の

中
で
「
物
力
」
と
い
う
語
を
掲
げ
、
語
義
を
「
可
供
使
用
的
物
資
。」（
二
四
九
頁
）

と
し
、『
漢
書
』「
食
貨
志
上
」
の
中
の
語
句
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
の

前
後
を
含
め
る
と
、「
筦
子
曰
『
倉
廩
實
而
知
禮
節
』。
民
不
足
而
可
治
者
、
自
古

及
今
、
未
之
嘗
聞
。
古
之
人
曰:

『
一
夫
不
畊
、
或
受
之
飢
；
一
女
不
織
、
或
受

之
飢
。』
生
之
有
時
、
而
用
之
亡
度
、
則
物
力

0

0

屈
。
古
之
治
天
下
、
至
孅
至
悉
也
、

故
其
畜
積
足
恃
。」（
巻
二
十
四
上
、「
食
貨
志
」
第
四
上
〔
中
華
書
局
本
第
四
冊
、

一
一
二
八
頁
〕）
と
な
る
。
思
う
に
、
教
要
解
略
の
中
の
「
物
償
」
の
「
物
」
は
こ

の
『
漢
書
』「
食
貨
志
」
の
中
の
「
物
力
」
の
「
物
」
の
意
味
に
近
い
と
思
わ
れ
、

拙
訳
で
は
「
物
」
を
「
財
物
」
と
置
き
換
え
て
あ
る
。
前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教

要
序
論
』
で
は
、「
或
負
債
不
還
。」（
十
六
葉
裏
）
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
九
）	

原
文
は「
或
償
負
而
故
意
遲
留
之
。」（
二
十
二
葉
表
）。
こ
れ
に
対
し
て
前
掲
デ
ィ

ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
で
は
、「
如
人
負
我
債
。
其
力
得
償
。
故
吝
不
予
。
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我
乘
隱
機
。
賠
取
其
物
。
非
罪
也
。」（
巻
之
下
、
七
十
七
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、

返
済
能
力
の
あ
る
債
務
者
か
ら
債
権
者
が
そ
の
物
を
奪
い
取
る
こ
と
は
罪
と
は
見

な
さ
れ
な
い
。
他
方
、
同
十
誡
直
詮
で
は
、「
人
或
負
人
之
財
。
廹
於
困
乏
。
力
不

能
償
。
不
償
亦
可
恕
諒
。」（
巻
之
下
、
七
十
九
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、
経
済
的

困
窮
者
の
債
務
不
履
行
に
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト

『
教
要
序
論
』
で
は
、「
或
當
還
之
期
。
故
意
遲
延
」（
十
六
葉
裏
）
が
対
応
す
る
で

あ
ろ
う
。

（
十
）	

原
文
は
「
或
拾
遺
而
不
歸
其
主
。」（
二
十
二
葉
表
）。『
大
明
律
』
巻
第
十
一
「
礼

律
一　

祭
祀
」
の
中
に
は
「
得
遺
失
物
」
の
項
目
が
あ
り
、「
凡
得
遺
失
之
物
、
限

五
日
内
送
官
。
官
物
還
、
私
物
召
人
識
認
。
於
内
一
半
給
與
得
物
人
充
賞
、
一
半

給
還
失
物
人
。」（
懷
效
鋒
點
校
『
大
明
律
』
遼
瀋
書
社
、一
九
九
〇
年
、八
十
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
遺
失
物
の
拾
得
に
関
し
て
は
五
日
以
内
に
役
所
に
届
け
出
る
こ

と
が
す
で
に
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序

論
』
で
は
、「
或
拾
物
件
不
還
原
主
。」（
十
六
葉
裏
）
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
十
一
）
原
文
は
「
或
取
公
費
而
獨
私
之
。」（
二
十
二
葉
表
）。「
公
費
」
は
『
漢
語
大
詞

典
』
第
十
一
巻
の
「
公
」
の
項
目
の
中
に
「
公
」
を
用
い
た
語
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、

二
つ
の
語
義
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
「
官
方
的
費
用
」（
七
十
四
頁
）、
第
二

は
「
由
公
家
或
集
体
供
給
的
費
用
」（
同
頁
）
で
あ
る
。
第
一
は
用
例
が
明
代
、
第

二
は
現
代
（
劉
賓
雁
「
本
報
内
部
消
息
」）
で
あ
る
。
拙
訳
で
は
明
代
の
用
例
の
あ

る
語
義
を
取
る
こ
と
に
す
る
。
用
例
は
唐
順
之
「
条
陳
薊
鎮
補
兵
足
食
事
宜
」
で

あ
る
。
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
是
以
募
軍
之
逃
尤
甚
於
他
軍
、
而
石
塘
古

比
之
逃
又
甚
於
他
處
也
。
竊
惟　

國
家
恩
爪
士
以
冀
死
力
、
豈
欲
縮
其
口
食
、
以

饜
餓
之
私
求
、
而
又
奪
其
生
計
、
以
佐
設
險
之
公
費

0

0

乎
。
且
國
家
歳
出
築
邊
銀
數

十
萬
兩
、
而
又
窮
軍
賠
る
歳
給
撫
夷
銀
三
萬
兩
、
而
又
以
累
窮
軍
。」（
唐
順
之
「
條

陳
薊
鎮
補
兵
足
食
事
宜
」『
荊
川
先
生
外
集
』
巻
二
、
八
葉
表
裏
〔
四
部
叢
刊
初
編

集
部
『
荊
川
先
生
文
集
』
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
明
刊
本
、
三
七
五
頁
〕）
と
あ
る

よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
公
費
」
は
実
質
的
に
辺
境
防
衛
の
た
め
の
費
用
と
し
て
理

解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

ま
た
、
星
斌
夫
・
鈴
井
正
孝
・
中
道
邦
彦
編
『
中
國
社
會
經
濟
史
語
彙
（
三
篇
）』

（
光
文
堂
書
店
、
一
九
八
八
年
）
に
は
「
公
費
」
の
項
目
が
掲
げ
ら
れ
、「
㊀
明
代
、

里
甲
正
役
の
一
つ
で
、
そ
の
形
態
に
お
い
て
徭
役
と
言
う
よ
り
は
現
物
の
貢
納
に

近
い
。
㊁
明
代
の
金
銭
的
な
役
の
一
。」（
七
十
七
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

説
明
は
、
㊀
が
浜
島
敦
俊
『
明
代
江
南
農
村
社
会
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
二
年
、
二
一
五
頁
、
二
一
六
頁
）、
㊁
が
川
勝
守
『
中
国
封
建
社
会
の
支
配

構
造
―
明
清
賦
役
制
度
史
の
研
究
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
、
七
十

三
頁
、
一
七
一
頁
）
に
負
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

	

　

前
者
の
浜
島
敦
俊
の
書
物
の
箇
所
は
第
四
章
「
明
末
の
役
困
―
均
田
均
役
法
の

前
提
―
」
第
一
節
「
明
末
の
里
甲
正
役
」
の
部
分
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
里

甲
制
徭
役
体
系
は
十
六
世
紀
後
半
ま
で
に
、
…
…
徭
役
は
一
〇
年
一
編
の
里
甲
正

役
と
不
定
期
に
課
さ
れ
る
雑
役
と
に
分
け
ら
れ
る
。
雑
役
の
負
担
は
明
初
に
は
さ

し
て
重
く
は
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
科
派
が
頻
繁
と
な
り
、
負
担
者
の
階
層
も
下

降
し
始
め
た
た
め
に
、
十
五
世
紀
半
に
均
徭
役
が
成
立
し
、
雑
役
が
ま
と
め
ら
れ
、

一
〇
年
に
一
度
（
正
役
に
就
い
た
後
五
年
目
）、
定
期
的
に
科
派
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
力
役
と
し
て
始
ま
っ
た
均
徭
は
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の

段
階
を
経
て
銀
納
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
里
甲
正
役
の
う
ち

0

0

0

0

0

0

0

、
上
供

0

0

・
公
費
等
の

0

0

0

0

負
担

0

0

（
そ
の
形
態
に
お
い
て
徭
役
と
言
う
よ
り
は
現
物
の
貢
納
に
近
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）
が
一
つ

0

0

0

に
ま
と
め
ら
れ
て
銀
納
化

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
れ
、『
里
甲
銀

0

0

0

』
が
成
立
す
る

0

0

0

0

0

。」（
二
一
五
頁
―
二
一

六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
公
費
」
は
里
甲
制
の
も
と
で
の
徭
役
の
構
成
要
素
と
し

て
の
「
里
甲
正
役
」
に
属
し
、
そ
れ
は
現
物
の
貢
納
に
類
す
る
形
態
を
な
し
、
や

が
て
銀
納
化
さ
れ
て
他
の
徭
役
と
と
も
に
「
里
甲
銀
」
に
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
公
費
」
は
明
王
朝
体
制
の
骨
格
を
な
す
里
甲
制
と
不
可
分
一

体
の
概
念
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	
　

後
者
の
川
勝
守
の
書
物
の
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
第
一
篇
「
明
代
里
甲
制
体
制
の
構

造
」
第
一
章
「
里
甲
制
の
成
立
と
構
造
」
第
三
節
「
里
甲
制
の
構
造
」「
２　

里
甲

正
役
―
そ
の
１
、
里
長
と
甲
首
」（
七
十
三
頁
）、
同
篇
第
二
章
「
里
甲
制
体
制
下

の
郷
村
社
会
」
第
六
節
「
里
甲
制
と
地
主
―
佃
戸
関
係
」（
一
七
一
頁
）
の
部
分
で
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あ
る
。
た
だ
、「
里
甲
正
役
に
つ
い
て
は
山
根
幸
夫
氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
ま

た
岩
見
宏
氏
も
、
山
根
氏
の
所
説
に
対
し
て
疑
義
を
正
す
と
こ
ろ
が
あ
り
、
両
氏

の
研
究
に
よ
っ
て
里
甲
正
役
の
全
容
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
以
下
、
山
根
氏
の
所
説
に
基
づ
い
て
、
簡
単
に
叙
述
し
て
お
こ
う
。」（
七

十
二
頁
）
と
あ
る
の
で
、
山
根
幸
夫
『
明
代
徭
役
制
度
の
展
開
』（
東
京
女
子
大
学

学
会
、
一
九
六
六
年
）
に
当
た
っ
て
み
る
と
、「
現
年
里
甲
の
果
た
す
べ
き
職
責
と

し
て
、
上
供
・
公
費
の
あ
っ
た
」（
四
十
三
頁
）
ら
し
く
、「
上
供
」
と
は
「
上
用

に
供
す
る
た
め
出
弁
さ
れ
た
物
料
の
意
」（
四
十
三
頁
）
で
あ
り
、「
公
費
」
は
「
一
、

官
府
で
使
用
す
る
各
種
用
度
品
の
費
用
…
。
二
、慶
賀
・
接
詔
な
ど
の
儀
典
費
。
三
、

春
秋
二
期
に
行
わ
れ
る
各
種
の
祭
祀
費
。
四
、
郷
飲
酒
礼
の
費
用
。
五
、
挙
人
・

貢
生
な
ど
の
受
験
の
た
め
の
旅
費
。
六
、
廢
疾
・
孤
老
な
ど
を
救
恤
す
る
た
め
の

社
会
事
業
費
。
七
、
里
甲
に
平
常
よ
り
備
用
し
て
お
い
て
、
上
司
過
客
が
通
過
す

る
際
に
供
応
に
充
て
る
費
用
。」（
四
十
九
頁
）
を
具
体
的
な
内
容
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
「
歳
費
」
の
別
名
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
（
四
十
八
頁
）、

要
す
る
に
「
各
官
庁
な
ど
で
毎
年
必
要
と
し
た
各
種
雑
多
の
費
用
で
あ
る
」（
同
頁
）

も
の
で
あ
っ
た
が
、「
そ
れ
は
単
に
費
用
の
み
で
な
く
、
役
使
を
含
ん
で
い
る
場
合

も
多
か
っ
た
。」（
同
頁
）
よ
う
で
あ
る
。

	

　

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、「
公
費
」
は
里
甲
制
度
下
で
里
甲
正
役
が
担
う
べ
き

負
担
で
あ
り
、
地
方
役
所
が
行
政
を
展
開
す
る
う
え
で
不
可
欠
の
様
々
な
物
品
や

費
用
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
時
代
が

下
る
と
次
第
に
重
く
な
っ
て
行
く
体
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（
五
十
二
頁
）。

	

　

要
す
る
に
、「
公
費
」
は
教
要
解
略
に
お
い
て
は
軍
事
上
の
費
用
と
解
す
る
よ
り

は
、
明
末
中
国
を
生
き
た
知
識
人
や
民
衆
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
統

治
手
段
と
し
て
の
里
甲
制
の
も
と
で
重
要
な
徭
役
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
「
里
甲
正

役
」
に
関
わ
る
費
用
と
解
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
文
意
に
適
う
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

	

　

次
に
、「
獨
私
」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
商
務
印
書
館
『
古
今
漢
語
詞
典
』
は

「
私
」
の
項
目
に
お
い
て
第
五
の
字
義
に
「
私
人
占
有
。」（
一
三
五
七
頁
）
と
記
し
、

『
孟
子
』「
滕
文
公
上
の
中
の
語
句
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部

分
ま
で
含
め
る
と
、「
方
里
而
井
、
井
九
百
畝
、
其
中
爲
公
田
。
八
家
皆
私4

百
畝
、

同
養
公
田
、
公
事
畢
、
然
後
敢
治
私
事
、
所
以
别
野
人
也
。」（
中
華
書
局
新
編
諸

子
集
成
『
四
書
章
句
集
注
』、
二
五
六
頁
）
と
な
る
。
こ
の
箇
所
で
は
動
詞
「
私
」

は
自
己
の
所
有
に
帰
属
さ
せ
る
ほ
ど
の
意
味
で
あ
っ
て
、
負
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
な

い
。

	

　

同
詞
典
は
「
独
」
の
項
目
に
お
い
て
第
七
の
字
義
に
「
自
私
、
容
不
得
人
。」
と

し
、
用
例
と
し
て
「
這
箇
人
真
独4

。」
と
い
う
文
を
挙
げ
て
い
る
。
出
典
は
明
示
し

て
い
な
い
。
現
代
文
と
し
て
自
然
な
表
現
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
明
清
白
話
の

現
代
へ
の
連
続
性
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
教
要
解
略
の
「
独
」
の
用
法
は
同
詞
典

の
字
義
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

	

　

従
っ
て
、「
獨
私
之
」
は
不
公
正
に
或
る
も
の
を
自
分
の
所
有
に
帰
さ
せ
る
こ
と

と
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序
論
』
で
は
、「
或
公
衆
財
帛
。
獨
自
私
用
。」（
十

六
葉
裏
）
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
十
二
）
原
文
は
「
或
見
人
資
產
殷
茂
而
謀
得
之
。」（
二
十
二
葉
表
）。
こ
の
中
の
「
資

産
殷
茂
」
と
い
う
表
現
に
類
す
る
も
の
が
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
十
の
「
資
産
」
と

い
う
語
の
用
例
と
し
て
『
後
漢
書
』「
張
讓
傳
」
の
中
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
（
七

五
一
頁
）。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
張
讓
者
、
潁
川
人
；
趙
忠
者
、

安
平
人
也
。
…
…
靈
帝
時
、
讓
、
忠
並
遷
中
常
侍
、
封
列
侯
、
與
曹
節
、
王
甫
等

相
爲
表
裏
。
節
死
後
、
忠
領
大
長
秋
。
讓
有
監
奴
典
任
家
事
、
交
通
貨
賂
、
威
形

諠
赫
。
扶
風
人
孟
佗
、
資
產
饒
贍

0

0

0

0

、
與
奴
朋
結
、
傾
竭
饋
問
、
無
所
遺
愛
。」（『
後

漢
書
』
巻
七
十
八
「
宦
者
列
傳
」
第
六
十
八
「
張
讓
傳
」〔
中
華
書
局
本
第
九
冊
、

二
五
三
四
頁
）〕
と
な
る
。
こ
の
中
の
「
資
產
饒
贍
」
と
い
う
表
現
が
明
末
の
教
要

解
略
に
お
い
て
は
「
資
產
殷
茂
」
と
い
う
具
合
に
形
を
変
え
て
い
る
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、「
殷
茂
」
と
い
う
表
現
に
関
し
て
は
描
写
性
が
高
く
、
難
解

な
措
辞
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
他
に
用
例
を
見
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
十
三
）
原
文
は
「
或
教
人
欺
賺
而
樂
觀
其
成
敗
。」（
二
十
二
葉
表
）。
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「
教
」
に
関
し
て
は
『
漢
語
大
詞
典
』
第
五
巻
は
第
二
の
字
義
に
「
使
；
令
；
讓
」

（
四
四
五
頁
）
を
掲
げ
、『
墨
子
』「
非
儒
下
」
の
中
の
用
例
を
挙
げ
る
。
前
後
の
部

分
ま
で
含
め
る
と
、「
今
礼
丘
深
慮
同
謀
以
奉
賊
。
勞
思
盡
知
以
行
邪
、
び
下
亂
上
、

教4

臣
殺
君
、
非
賢
人
之
行
也
。
入
人
之
國
、
而
與
人
之
賊
、
非
義
之
類
也
。
知
人

不
忠
、趣
之
爲
亂
、非
仁
義
之
也
。」（
中
華
書
局
新
編
諸
子
集
成『
墨
子
校
注
』（
上
）

巻
之
九
「
非
儒
下
」
第
三
十
九
、
四
三
一
頁
）
と
な
る
。
平
凡
社
中
国
古
典
文
学

大
系
第
五
巻
『
韓
非
子　

墨
子
』
で
は
藪
内
清
は
「
教
臣
殺
君
」
の
箇
所
を
「
臣

を
そ
そ
の
か
し
て

0

0

0

0

0

0

君
を
殺
し
ま
し
た
。」（
四
三
二
頁
）
と
訳
し
て
い
る
。「
教
」
は

「
教
唆
」
の
「
教
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

	

　
「
欺
賺
」
が
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
何
で
あ
る
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
星

斌
夫
編
『
中
國
社
會
經
濟
史
語
彙
』（
正
篇
）（
光
文
堂
書
店
、
一
九
八
一
年
）
に

は
「
詭
寄
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
（
七
十
二
頁
）、
和
田
淸
編
『
明
史
食
貨
志

譯
註
』（
一
八
二
頁
）
に
拠
っ
て
説
明
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
同
書
補
訂
版
上
巻

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
を
見
る
と
、「
詭
寄
と
は
詭4

名
寄4

產
の
略
、
自
己
所

有
の
田
土
を
僞
っ
て
他
人
名
義
に
書
き
換
へ
、
田
土
の
所
有
權
が
他
人
に
移
動
し

た
や
う
に
見
せ
か
け
、
實
質
的
に
は
矢
張
り
そ
れ
を
所
有
し
て
ゐ
る
こ
と
を
云
ふ
。

田
土
の
所
有
額
を
基
準
と
し
て
、
各
種
の
徭
役
が
割
り
あ
て
ら
れ
た
の
で
、
自
己

の
田
土
を
細
分
し
て
他
人
名
義
と
し
、
役
の
負
擔
を
免
れ
よ
う
と
し
て
詭
寄
を
行

つ
た
の
で
あ
る
。」（「
賦
役
」〔
一
八
二
頁
〕、
傍
線
、
傍
点
は
同
箇
所
の
翻
訳
を
担

当
さ
れ
た
山
根
幸
夫
に
よ
る
）
と
あ
る
。

	

　
「
公
費
」
も
徭
役
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の

「
欺
賺
」
の
中
味
も
徭
役
と
関
係
づ
け
て
考
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
場
合
、「
欺
賺
」
の
中
味
が
「
詭
寄
」
の
よ
う
な
事
態
を
指
す
可
能
性
も
存
在

し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
さ
れ
る
。

（
十
四
）
原
文
は
「
或
傳
左
衟
而
竊
其
名
」（
二
十
二
葉
表
）。

	

　
「
左
衟
」
に
関
し
て
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
第
二
巻
の
「
左
」
の
項
目
の
箇
所
で

語
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
、「
邪
門
旁
道
。
多
指
非
正
統
的
巫
蠱
、
方
術
等
。」（
九
六

四
頁
）
と
説
明
さ
れ
、『
礼
記
』「
王
制
」
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
後
の

部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
析
言
破
律
、
亂
名
改
作
、
執
左
道

0

0

以
亂
政
、
殺
。
作
淫
聲
、

異
服
、
奇
技
、
奇
器
以
疑
衆
、
殺
。
行
爲
而
堅
、
言
僞
而
辯
、
學
非
而
博
、
順
非

而
澤
以
疑
衆
、殺
。
假
於
鬼
神
、時
日
、卜
筮
以
疑
衆
、殺
。
此
四
誅
者
、不
以
聽
。」

（『
礼
記
正
義
』
巻
第
十
三
「
王
制
」〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
十
三
冊
、四
八
二
頁
）〕

と
あ
り
、
同
詞
典
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
九
六
四
頁
）、「
左
道
」
と
い
う
語

に
鄭
玄
が
「
若
巫
蠱
及
俗
禁
。」（
四
八
二
頁
）
と
い
う
注
を
施
し
て
い
る
。「
此
四

誅
者
」
と
あ
る
が
、「
奇
技
、
奇
器
」
或
い
は
「
鬼
神
、
時
日
、
卜
筮
」
な
ど
は
「
左

道
」
の
具
体
的
内
容
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

	

　
『
大
明
律
』
巻
第
十
一
「
礼
律
一
」「
祭
祀
」
の
中
に
は
「
禁
止
師
巫
邪
術
」
の

項
目
が
設
け
ら
れ
、「
凡
師
巫
假
降
邪
神
、
書
符
咒
水
、
扶
鸞
禱
聖
、
自
號
端
公
、

太
保
、
師
婆
、
及
妄
稱
彌
勒
佛

0

0

0

、
白
蓮
社

0

0

0

、
明
尊
教

0

0

0

、
白
雲
宗

0

0

0

等
會
、
一
應
左
道

0

0

亂
正
之
術
、
或
隱
藏
圖
像
、
焼
香
集
衆
、
夜
聚
曉
散
、
佯
修
善
事
、
扇
惑
人
民
、

爲
肯
者
、
絞
；
爲
從
者
、
各
杖
一
百
、
流
三
千
里
。
若
軍
民
装
扮
神
像
、
鳴
鑼
擊
鼓
、

迎
神
賽
會
者
、
杖
一
百
、
罪
坐
爲
首
之
人
。
里
長
知
而
不
首
者
、
各
笞
四
十
。
其

民
間
春
秋
義
社
、
不
在
禁
限
。」（
懷
效
鋒
點
校
『
大
明
律
』
遼
瀋
書
社
、
一
九
九

〇
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
左
道
」
の
内
実
は
弥
勒
仏
、
白
蓮
社
、
明
尊
教
、
白
雲

宗
等
の
民
間
宗
教
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
（
酒
井
忠
夫
『
近
・
現
代
中
国

に
お
け
る
宗
教
結
社
の
研
究
』〔
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年
〕）
第
九
章
「
中
国

共
産
党
の
宗
教
政
策
」に
は
、「
反
幕
的
迷
信
的
民
衆
の
結
社
で
あ
る
会
・
道
門
」〔
五

〇
七
頁
〕
と
あ
り
、そ
の
中
に
、白
蓮
教
、無
為
教
が
入
っ
て
い
る
〔
同
頁
〕。「
会
」

は
広
く
民
間
の
宗
教
結
社
の
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
臆
測
す
る
）。
淺
井
紀
『
明

清
時
代
民
間
宗
教
結
社
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、「『
大

明
律
』
の
こ
の
規
定
は
『
大
清
律
』
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
規
定
の
内
容
は
か
な
り
曖
昧
で
あ
り
、
こ
の
規
定
か
ら
明
清
時
代
の
『
邪
教
』

の
明
確
な
定
義
は
必
し
も
出
て
い
な
い
。
…
…
白
蓮
社
・
明
尊
教
・
白
雲
宗
は
明

代
以
前
に
禁
止
さ
れ
た
民
間
宗
教
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
明
清
時
代

の
『
邪
教
』
と
は
名
称
の
上
で
も
、
実
質
の
上
で
も
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る

…
…
。」（
一
〇
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
明
律
に
挙
げ
ら
れ
た
民
間
宗
教
は
単
に
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例
示
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、「
左
道
」
の
明
確
な
概
念
規
定
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
ら
し
い
。

	
　

鈴
木
中
正
『
中
国
史
に
お
け
る
革
命
と
宗
教
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四

年
）
に
は
万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
年
）
に
礼
部
が
提
出
し
た
左
道
禁
止
を
求

め
る
上
奏
文
を
紹
介
し
て
い
る
（
一
一
〇
頁
）。
そ
れ
は
万
暦
四
十
三
年
六
月
の
出

来
事
を
記
し
た
『
明
神
宗
實
錄
』
巻
五
三
三
に
登
場
す
る
。
そ
こ
に
は
、「
庚
子
礼

部
請
禁
左0

衟0

以
正
人
心
。
言
近
日
妖
僧
流
衟
聚
談
經
れ
錢
輪
會
。
一
名
揑
槃
教
、

一
名
紅
封
教
、
一
名
老
子
教
、
又
有
羅
祖
教
、
南
無
教
、
浄
空
教
、
悟
明
教
、
大

成
無
為
教
、
皆
諱
白
蓮
之
名
、
實
演
白
蓮
之
教
、
有
一
教
名
、
便
有
一
教
主
。
愚

夫
愚
婦
轉
相
煽
惑
、
寧
怯
于
公
賦
而
樂
于
私
會
、
寧
薄
于
骨
肉
而
厚
于
夥
黨
、
寧

駢
首
以
死
而
不
敢
違
其
教
主
之
令
。
此
在
天
下
處
處
盛
行
而
畿
輔
為
甚
。
不
及
今

嚴
為
禁
止
、
恐
日
新
月
盛
、
實
煩
有
徒
。
張
角
、
韓
山
童
等
之
禍
將
今
日
。
乞
勅

下
臣
部
行
文
五
城
厰
衛
、
嚴
令
禁
戢
、
立
刻
解
散
。
如
有
仍
為
傳
頭
者
、
訪
出
依

律
從
重
究
擬
。
有
功
員
役
、
比
照
挐
獲
大
盗
給
賞
。
仍
通
行
各
省
、
直
一
體
欽
遵

嚴
禁
訪
拏
、
庶
異
教
可
回
。
人
心
歸
正
而
千
萬
世
太
平
之
業
、
終
頼
之
矣
。」（
十

八
葉
裏
―
十
九
葉
表
〔
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
『
明
實
錄
』
第
一
二
〇
冊
、

一
〇
〇
九
四
頁
―
一
〇
〇
九
五
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
明
王
朝
体
制
の
中
枢
に
お

い
て
は
様
々
な
名
称
を
有
す
る
民
間
宗
教
は
そ
の
実
体
と
し
て
白
蓮
教
に
帰
す
る

と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

こ
の
上
奏
文
に
つ
い
て
鈴
木
前
掲
書
は
、「
社
会
的
不
安
の
深
刻
化
す
る
中
で
宗

教
組
織
は
成
員
の
生
活
を
守
る
た
め
の
強
固
な
相
互
扶
助
集
団
に
転
化
し
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
が
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
。」（
一
一
〇
頁
）
と
述
べ
る
。
王
朝
権
力

に
と
っ
て
民
衆
が
体
制
の
支
配
網
の
外
で
自
律
的
に
生
活
共
同
体
を
組
織
す
る
こ

と
は
脅
威
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

	

　

淺
井
紀
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、「
万
暦
年
間
は
民
間
宗
教
の
一
大
発
展
期
で
あ
り
、

こ
の
前
後
に
明
清
時
代
の
代
表
的
民
間
宗
教
結
社
の
多
く
が
生
ま
れ
て
い
る
。」（
二

一
五
頁
）
の
で
あ
り
、
万
暦
二
年
（
一
五
七
四
年
）
十
二
月
、
十
二
年
（
一
五
八

四
年
）
十
二
月
、
十
四
年
（
一
五
八
六
年
）
七
月
、
十
九
年
（
一
五
九
一
年
）
閏

三
月
、
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
年
）
十
一
月
、
四
十
三
年
（
一
六
一
五
年
）
六
月
、

四
十
六
年
（
一
六
一
八
年
）
九
月
に
お
い
て
「
繰
り
返
し
民
間
宗
教
の
取
り
締
り

を
請
う
上
奏
が
な
さ
れ
て
い
る
。」（
同
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

	

　

わ
た
く
し
は
浅
井
論
文
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
を
す
べ
て
明
実
録
に
当
た
っ
て
み

た
と
こ
ろ
、
万
暦
四
十
三
年
の
前
の
三
十
一
年
の
も
の
は
同
年
十
一
月
の
出
来
事

を
記
し
た
『
明
神
宗
實
錄
』
巻
三
九
〇
の
癸
酉
の
条
に
載
っ
て
い
て
（
淺
井
同
書
、

二
五
六
頁
）、「
礼
部
覆
康
丕
揚
奏
請
禁
僧
道
、
一
禁
止
白
蓮
教

0

0

0

0

0

、
無
為
教

0

0

0

、
羅
道
教

0

0

0

、

一
驅
逐
各
寺
觀
遊
士
山
人
、
一
禁
止
婦
女
入
寺
觀
、
一
嚴
緝
衆
進
香
亶
造
儀
仗
違

禁
之
物
、
一
禁
止
四
方
来
遊
僧
道
及
搭
葢
茶
房
街
衢
打
坐
物
幡
張
榜
身
衣
綺
紈
、

詔
悉
依
議
行
之
。」（
十
五
葉
表
〔
前
掲
『
明
實
錄
』
第
一
一
三
冊
、七
三
五
九
頁
〕）

と
あ
る
。
こ
こ
で
も
禁
止
す
べ
き
民
間
宗
教
の
筆
頭
に
白
蓮
教
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
の
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
（
他
の
上
奏
に
お
い
て
も
事
情

は
同
様
で
あ
る
）。

	

　

し
か
し
、
万
暦
四
十
三
年
の
上
奏
は
万
暦
三
十
一
年
の
も
の
よ
り
は
る
か
に
深

刻
で
切
実
な
る
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
（
他
に
万
暦
十
四
年
七
月
壬
子
の
も
の
も
相

当
深
刻
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
）。
淺
井
紀
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、「
万
暦

三
一
年
（
一
六
〇
三
）
か
ら
三
三
年
（
一
六
〇
五
）
に
か
け
て
、北
直
隷
・
河
南
省
・

山
東
省
で
は
水
害
の
た
め
に
各
地
で
飢
饉
が
発
生
し
、『
盗
賊
』
が
恒
常
的
に
活
動

す
る
状
態
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
省
で
は
そ
の
後
も
水
害
・
旱
害
・
蝗
蝻
の
害

が
頻
発
し
た
。
…
…
さ
ら
に
、万
暦
四
三
年（
一
六
一
五
）か
ら
数
年
間
、北
直
隷
・

山
東
省
・
河
南
省
を
中
心
に
南
直
隷
ま
で
及
ん
だ
大
災
害
は
、
そ
れ
以
前
の
災
害

に
も
ま
し
て
民
衆
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。」（
二
一
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

万
暦
三
十
一
年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
の
間
と
万
暦
四
十
三
年
か
ら
の
数
年
間
は
そ

れ
ぞ
れ
自
然
災
害
が
多
発
し
た
時
期
に
当
た
り
、
後
者
が
前
者
よ
り
そ
の
程
度
が

甚
し
か
っ
た
よ
う
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
佐
藤
武
敏
編『
中
国
災
害
史
年
表
』（
国

書
刊
行
会
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
万
暦
三
十
一
年
は
水
害
が
頻
発
し
て
い

る
が
（
二
七
六
頁
）、
万
暦
四
十
三
年
は
山
東
が
旱
害
と
蝗
災
に
見
舞
わ
れ
、
浙
江

が
飢
饉
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
（
二
七
九
頁
）。
同
年
表
を
通
し
て
も
そ
の
こ
と
が
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窺
え
そ
う
で
あ
る
。

	

　

ま
た
、
浅
井
論
文
は
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
年
）
三
月
、
七
年
（
一
五
七
九
年
）

正
月
、
八
年
（
一
五
八
〇
年
）
八
月
、
十
二
月
、
十
五
年
（
一
五
八
七
年
）
正
月
、

三
十
八
年
（
一
六
一
〇
年
）
十
月
、
三
十
九
年
（
一
六
一
一
年
）、
四
十
三
年
（
一

六
一
五
年
）、
四
十
七
年
（
一
六
一
九
年
）
十
二
月
、
四
十
八
年
（
一
六
二
〇
年
）

五
月
に
お
け
る
民
間
宗
教
に
関
わ
る
具
体
的
な
事
柄
を
記
し
て
い
る
（
二
一
六
頁

―
こ
の
う
ち
万
暦
三
十
九
年
、
四
十
三
年
の
も
の
に
つ
き
わ
た
く
し
は
原
史
料
を

ま
だ
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
）。
こ
の
自
然
災
害
多
発
の
時
期
は
民
間
宗
教

の
活
動
が
活
発
化
す
る
時
期
と
も
並
行
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
教
要
解
略
の

序
は
礼
部
の
上
奏
よ
り
二
か
月
早
い
万
暦
四
十
三
年
四
月
に
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
に

よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
教
要
解
略
の
本
文
は
四
月
よ
り
早
い
時
期
に
書
か
れ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
同
年
表
に
よ
れ
ば
前
年
の
万
暦
四
十
二
年
に
は
浙
江
は
水
害
に

よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
（
二
七
八
頁
）。
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
が
住
む
南
京
は
浙
江

か
ら
遠
く
は
な
い
。
本
文
執
筆
時
に
お
い
て
も
自
然
災
害
が
少
な
く
は
な
か
っ
た

と
す
れ
ば
、
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
並
行
現
象
と
し
て
民
間
宗
教
の
簇
生
と
流
行
を
目

の
当
り
に
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

	

　
「
左
道
」の
語
は
以
上
に
挙
げ
ら
れ
た
明
実
録
の
箇
所
で
は
万
暦
六
年
三
月
戊
辰
、

八
年
八
月
甲
辰
、
十
五
年
正
月
庚
子
、
四
十
八
年
五
月
乙
巳
の
条
に
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
教
要
解
略
が
世
に
出
て
四
年
後
の
四
十
七
年
四
月
戊
寅
の
条
に
も
見
出
さ
れ
、

そ
こ
に
は
「
礼
部
奏
左
道

0

0

乘
機
、
速
勑
嚴
禁
以
杜
亂
萌
。
近
見
奴
酋
狡
獗
、
恐
有

奸
細
竊
發
。
不
意
西
安
門
即
ゐ
妖
僧
、
情
詞
大
有
疑
、
日
復
接
淮
揚
。
按
臣
龍
遇

奇
掲
稱
武
悟
空
等
以
蓮
左
道

0

0

擅
制
符
印
、
妄
擬
天
文
、
無
非
伺
釁
逞
私
、
至
犯
上

至
亡
等
也
。
臣
思
邪
教
多
端
以
白
蓮
為
領
袖
。
聞
河
南
山
東
湖
廣
南
北
畿
輔
等
猶

甚
然
、
…
…
。」（「
明
神
宗
實
錄
」
巻
五
八
一
、
十
三
葉
裏
―
十
四
葉
表
〔『
明
實
録
』

第
一
二
二
冊
、
一
一
〇
五
二
頁
―
一
一
〇
五
三
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
民
間
の
宗

教
結
社
の
「
左
道
」
と
満
州
族
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
奴
酋
」
と
の
間
の
関
係
へ

の
危
惧
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
内
憂
外
患
で
混
迷
を
一
層
深
め
た
明
王
朝
政
権
に

と
っ
て
は
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の
思
い
と
は
異
な
り
、
外
国
と
の
つ
な
が
り
そ
の
も
の

が
「
左
道
」
と
見
な
さ
れ
る
有
力
な
指
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

	

　

民
間
宗
教
の
指
導
者
は
そ
れ
が
勢
力
を
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
権
力
に
対
抗
し
得

る
よ
う
に
見
え
る
力
量
を
蓄
え
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
災

害
に
打
ち
拉
が
れ
た
民
衆
を
呪
術
に
よ
っ
て
己
が
組
織
に
取
り
込
も
う
と
す
る
民

間
宗
教
の
指
導
者
た
ち
の
強
か
な
活
動
ぶ
り
を
「
竊
其
名
」
と
い
う
言
い
方
に
よ
っ

て
い
み
じ
く
も
表
わ
そ
う
と
欲
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
十
五
）
原
文
は
「
或
目
擊
人
之
穿
踰
而
不
禁
。」（
二
十
二
葉
表
）。『
漢
語
大
詞
典
』
第

八
巻
の
「
穿
踰
」
と
い
う
語
の
項
目
は
「
見
」“
穿
窬
”。」（
四
三
五
頁
）
と
記
す

の
で
、「
穿
窬
」
と
い
う
語
の
項
目
を
見
る
と
、「
亦
作
“
穿
踰
”。」（
同
頁
）
と
記
し
、

第
一
の
語
義
と
し
て
「
挖
墻
洞
和
爬
墻
頭
。
指
偷
窃
行
為
。」（
同
頁
）
と
い
う
説

明
を
記
し
て
い
る
。
用
例
の
最
初
に
『
論
語
』「
陽
貨
」
の
中
の
十
二
番
め
の
、「
子

曰:

「
色
厲
而
内
荏
、
譬
諸
小
人
、
其
猶
穿0

窬0

之
盗
也
？
」（
前
掲
『
四
書
章
句
集

注
』、
一
七
九
頁
）
と
い
う
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
。
集
注
は
、「
穿
、
穿
壁
。
窬
、

踰
牆
。」（
同
頁
）
と
あ
る
。「
穿
窬
」
に
関
し
て
は
諸
説
あ
り
、
劉
寶
楠
『
論
語
正

義
』
巻
二
十
の
該
当
箇
所
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
高
流
水
點
校
『
論
語
正
義　

下
』

中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
、
六
九
二
頁
―
六
九
三
頁
）。『
漢
語
大
詞
典
』
の
語
義

の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
「
墻
洞
」
に
つ
い
て
、
前
掲
角
川
『
中
国
語
大
辞
典　

下
』

は
「
㊀
（
建
）（
窓
・
扉
な
ど
の
た
め
に
壁
に
作
る
）
空
隙
。
㊁ 

○白
（
も
ぐ
り
こ
む

た
め
の
）
垣
根
の
穴
。」（
二
四
二
九
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
中
国
で
壁
や
塀
は

土
で
造
ら
れ
る
。
同
大
辞
典
の
上
の
「
穿
窬
」
と
い
う
語
の
項
目
で
は
「
○書
（
盗

賊
が
）
壁
穴
か
ら
忍
び
込
ん
だ
り
、
塀
を
よ
じ
登
っ
た
り
す
る
。」（
四
六
九
頁
）

と
説
明
し
て
い
る
。
壁
に
新
た
に
穴
を
空
け
る
の
か
、
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
穴

か
ら
く
ぐ
り
抜
け
る
の
か
、
明
末
中
国
の
南
京
辺
り
の
家
屋
の
構
造
に
関
す
る
知

識
が
な
い
わ
た
く
し
に
は
い
ず
れ
を
指
し
て
い
る
の
か
判
断
が
つ
か
な
い
け
れ
ど

も
、
こ
の
語
句
の
奥
に
土
に
取
り
囲
ま
れ
た
中
国
の
人
々
の
生
活
風
景
が
控
え
て

い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
て
興
味
深
い
。
中
国
の
伝
統
的
な
家
屋
の
一
部
を
な
す
壁

や
塀
は
お
の
ず
と
土
臭
さ
を
覚
え
さ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序
論
』
で
は
、「
或
見
人
偷
盗
。
能
禁
不
禁
。」（
十

六
葉
裏
）
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
十
六
）
原
文
は
「
或
知
情
偷
盗
而
貪
貿
其
物
。」（
二
十
二
葉
表
）。
平
易
で
卑
近
な
言

い
方
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
が
明
末
中
国
の
社
会
で
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

	

　

こ
の
う
ち
「
貪
貿
其
物
」
と
い
う
部
分
に
関
し
て
は
、
星
斌
夫
編
『
中
國
社
會

經
濟
史
語
彙
（
續
篇
）』（
光
文
堂
書
店
、
一
九
八
一
年
）
に
「
貪
賈
」
と
い
う
項

目
が
掲
げ
ら
れ
（
一
〇
九
頁
）、
宮
崎
市
定
『
ア
ジ
ア
史
硏
究　

第
四
』（
東
洋
史

硏
究
會
、
一
九
六
四
年
、
四
九
六
頁
）
に
拠
っ
て
「
高
売
り
す
る
こ
と
」（
同
頁
）

と
釈
し
て
あ
る
。
典
拠
と
な
る
宮
崎
論
文
の
原
載
は『
東
方
学
』第
二
輯
所
収
の「
明

淸
時
代
の
蘇
州
と
輕
工
業
の
發
逹
」に
附
せ
ら
れ
た〔
餘
白
錄
〕「
貪
賈
と
廉
賈
」（
一

九
五
一
年
八
月
、
十
頁
）
で
あ
り
、『
史
記
』
巻
一
二
九
「
貨
殖
列
傳
」
第
六
十
九

の
「
凡
編
戸
之
民
、
富
相
什
則
卑
下
之
、
伯
則
畏
憚
之
、
千
則
役
、
萬
則
僕
、
物

之
理
也
。
…
通
邑
大
都
…
…
子
貸
錢
千
貫
、
節
駔
會
、
貪
賈

0

0

三
之

0

0

、
廉0

賈0

五
之

0

0

、

此
亦
比
千
乘
之
家
、
其
大
率
也
。」（
中
華
書
局
本
第
十
冊
、
三
二
七
四
頁
）
の
中

の
「
貪
賈
三
之
、
廉
賈
五
之
」
に
独
自
の
解
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
或
い
は

教
要
解
略
の
場
合
も
こ
れ
に
即
し
て
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
盗
品
に
高
い
値
を
つ
け
て
他
者
に
売
り
つ
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
考

え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
で
は
、「
知

某
物
爲
竊
取
之
物
而
市
之
也
。」（
巻
之
下
、
七
十
八
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、
盗

品
を
そ
れ
と
知
っ
て
購
入
す
る
こ
と
を
「
竊
盗
」
と
捉
え
て
い
る
。

	

　

前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序
論
』
で
は
、「
或
明
知
盗
來
之
物
。
而
貪
買
。」

（
十
六
葉
裏
）
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
『
教
要
序
論
』
で
は
、「
或
將
假
貨

騙
人
。」（
十
六
葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
偽
物
の
商
品
の
販
売
も
取
り
上
げ
る
。

（
十
七
）
原
文
は
「
此
外
愈
推
愈
廣
。
愈
廣
愈
細
。」（
二
十
二
葉
表
）。
漠
然
と
し
た
言

い
方
で
あ
る
の
で
、「
推
」
の
目
的
語
を
思
考
、「
廣
」
の
主
語
を
「
偷
盗
」
の
行

為
の
範
囲
と
取
っ
て
み
た
。
ま
た
「
細
」
の
主
語
も
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

行
為
の
事
情
と
考
え
て
み
た
。
外
延
が
広
が
れ
ば
、
よ
り
個
別
の
具
体
例
が
そ
こ

に
入
っ
て
来
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
十
八
）
原
文
は
「
故
奉
誡
者
。
或
至
於
違
、
非
獨
悔
罪
而
足
。」（
二
十
二
葉
裏
）。

	

　

拙
訳
で
は
「
悔
罪
」
をʻcontritioʼ

の
意
に
解
し
、「
痛
悔
」
と
訳
し
た
。
こ
れ

は
「
ゆ
る
し
の
秘
跡
に
お
け
る
三
つ
の
行
為
（
痛
悔
、
告
白
、
償
い
）
の
な
か
で

最
も
重
要
な
要
件
で
あ
る
。」（
浜
口
吉
隆
「
痛
悔
」
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大

事
典
』
第
三
巻
、
一
〇
九
八
頁
）
も
の
で
あ
る
。
教
要
解
略
の
中
の
こ
の
「
悔
罪
」

の
行
為
も
ゆ
る
し
の
秘
跡
の
文
脈
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

	

　

前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序
論
』
で
は
、「
若
欲
天
主
赦
此
罪
。
不
止
心
内

痛
悔
改
過
。」（
十
七
葉
表
）
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
十
九
）
原
文
は
「
倘
其
所
得
非
義
之
財
尚
在
、
必
當
還
之
主
人
。」（
二
十
二
葉
裏
）。

	

　

前
掲
角
川
『
中
国
語
大
辞
典　

上
』
は
「
非
義
之
財
」
と
い
う
語
の
項
目
を
掲
げ
、

「〔
成
〕
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
不
義
の
金
」（
九
〇
四
頁
）
と
い
う
説
明
を
記
し

て
い
る
。
出
典
は
清
末
の
作
家
呉
沃
堯
（
一
八
六
六
年
―
一
九
一
〇
年
）
の
「
二

十
年
目
睹
之
怪
現
状
」
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
小
説
は
樽
本
照
雄
「
呉
沃
堯
」
に

よ
る
と
、「
九
死
一
生
と
名
の
る
人
物
の
見
聞
手
記
と
い
う
形
を
と
る
、
一
人
称
で

書
か
れ
た
『
社
会
小
説
』。
盗
み
を
副
業
と
す
る
官
吏
、
…
…
銭
荘
か
ら
金
を
だ
ま

し
取
り
官
位
を
買
う
男
な
ど
、
官
界
、
商
界
を
中
心
と
し
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る

奇
奇
怪
怪
な
事
柄
を
寄
せ
集
め
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
清
末
二
〇
年
間
の
腐
敗
し
た

社
会
を
描
写
し
た
。」（
丸
山
昇
他
編
『
中
国
現
代
文
学
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
一

九
八
五
年
、
八
十
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
清
末
中
国
の
腐
敗
ぶ
り
を
描
い
た
も

の
で
あ
る
た
め
、「
非
義
之
財
」
の
よ
う
な
表
現
が
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

語
は
〔
成
〕、
す
な
わ
ち
角
川
辞
典
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
「
成
語
・
成
語
形
式
の

語
」（
十
一
頁
）
で
あ
る
の
で
、
清
末
よ
り
以
前
に
慣
用
的
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
憾
む
ら
く
は
『
二
十
年
目

賭
之
怪
現
状
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
第
一
回
か
ら
第
一
〇
八
回
ま

で
の
中
に
用
例
を
探
し
当
て
る
に
至
っ
て
い
な
い
。『
漢
語
大
詞
典
』
第
十
一
巻
は

「
非
義
」
の
項
の
第
一
の
語
義
「
不
義
、
不
合
乎
道
義
。」（
七
八
四
頁
）
の
用
例
と
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し
て
明
の
凌
濛
初
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
八
か
ら
「
非
義
之
財

0

0

0

0

、自
然
減
福
。」（
同

頁
）
と
い
う
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
華
書
局
『
古
本
小
説
叢
刊
』
第

十
四
輯
第
二
冊
の
「
巻
之
八
」
の
「
沈
將
士
三
千
買
笑
錢　

王
朝
議
一
夜
迷
魂
陣
」

の
中
の
同
箇
所
と
そ
の
前
後
の
部
分
は
、「
相
士
衟
你
莫
說
是
戲
事
、
關
着
財
物
、

便
有
神
明
主
張
、
非
義
之
得

0

0

0

0

、
自
然
減
福
、
丁
生
悔
之
無
及
、
忖
了
一
忖
問
相
士

衟
、」（
四
葉
裏
―
五
葉
表
〔
四
八
八
頁
―
四
八
九
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、「
非
義

之
得
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
非
義
之
得
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
賭
け
事
で

得
た
富
を
指
す
。
教
要
解
略
中
の
語
と
は
直
接
に
は
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

	

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
認
可
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』（
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
教
理
委
員
会
訳
・
監
修
）（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、

二
〇
〇
二
年
）
は
第
二
部
「
神
の
十
戒
」
第
二
章
第
七
項
「
第
七
の
お
き
て
」
の

中
で
、「
犯
し
た
不
義
を
償
う
た
め
に
は
、
交
換
的
正
義
に
基
づ
い
て
、
所
有
者
か

ら
奪
っ
た
も
の
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」（
六
九
七
頁
）
と
あ
る
。
こ

れ
は
一
九
七
二
年
に
出
た
『
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
（
改
訂
版
）』（
中
央
出
版
社
）
に

も（
一
四
九
頁
）、ま
た
二
〇
〇
四
年
に
出
た『
改
訂
版　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
』（
ド

ン
・
ボ
ス
コ
社
）
に
も
（
一
六
五
頁
）
共
通
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
で

あ
る
。
思
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
第
七
戒
を
信
者
に
指
導
す
る
に
当
た
り
、

時
代
と
空
間
を
超
え
て
強
調
し
て
来
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序
論
』
で
は
、「
總
之
凡
非
義
之
財
、
及
行
不
公

不
平
。
皆
犯
此
誡
。
若
欲
天
主
赦
此
罪
。
不
止
心
内
痛
悔
攺
過
。
必
須
依
各
人
力
量

0

0

0

0

0

0

0

。

補
償
原
虧
本
人
財
物
之
數

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
天
主
方
赦
其
罪
。」（
十
七
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、

不
正
に
財
物
を
得
た
者
は
所
有
者
に
与
え
た
損
失
を
そ
の
分
補
償
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
二
十
）
原
文
は
「
否
則　

天
主
之
罰
無
赦
也
。」（
二
十
二
葉
裏
）。

	

　

天
主
が
第
七
の
お
き
て
を
犯
し
た
者
に
報
い
を
与
え
る
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
の

教
え
は
自
業
自
得
の
因
果
応
報
主
義
の
仏
教
の
考
え
方
と
根
本
的
に
異
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
前
掲
ア
レ
ニ
『
滌
罪
正
規
』「
天
主
十
誡
」
の
中
の
「
第
七
誡
毋
偸
盗
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第
十
誡
附
」
の
箇
所
で
、「
犯
者
不
有
人
禍
必
有
主
譴

0

0

0

0

。」（
巻
之
一
、
二
十
一
葉
裏

〔
前
掲
『
明
淸
天
主
教
文
獻
』
第
四
冊
、
三
九
八
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
天
主
に

よ
る
譴
責
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
更
に
、
デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖

教
十
誡
直
詮
』（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
七
一
九
二
番
）
の
「
第
七
誡
。
毋
偷
盗
」

の
条
で
は
「
偷
盗
之
懲
」
の
項
目
（
巻
之
下
、
八
十
一
葉
表
―
八
十
二
葉
裏
）
が

設
け
ら
れ
、
天
主
に
よ
る
第
七
戒
の
違
反
者
へ
の
懲
し
め
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

	

　

こ
の
よ
う
な
超
自
然
的
存
在
に
よ
る
人
間
の
行
為
へ
の
報
い
を
説
く
こ
と
は
当

時
流
行
し
た
功
過
格
に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ

ぞ
れ
固
有
の
教
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
天
主
教
と
功
過
格
の
双
方
が
超
自
然

的
存
在
に
よ
る
制
裁
を
説
い
た
こ
と
は
単
な
る
並
行
現
像
で
し
か
な
い
が
、
明
末

は
様
々
な
要
因
か
ら
社
会
が
構
造
的
に
不
安
定
に
な
っ
た
の
で
、Cynthia J. 

Brokaw

が
『
功
過
格
―
後
期
中
華
帝
国
に
お
け
る
社
会
変
化
と
道
徳
秩
序
』（The 

Ledgers of M
erit and Dem

erit—
Social Change and M

oral O
rder in 

Late Im
perial China, Princeton U

niversity Press, 1991

）
の
中
で
、「
…

超
自
然
的
応
報
へ
の
信
仰
は
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
規
則
に
味
方
す
る
強
力
な
制

裁
を
提
供
し
た
の
だ
っ
た
。」（
二
二
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
体
制
の
秩
序
維
持

機
能
と
は
別
に
そ
れ
を
補
完
す
る
よ
う
な
制
裁
力
を
有
す
る
不
可
視
の
主
体
の
存

在
が
総
体
と
し
て
の
明
王
朝
体
制
に
よ
っ
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。

	

　

前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序
論
』
で
は
、「
天
主
方
赦
其
罪
。」（
十
七
葉
表
）

が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
十
一
）
原
文
は
「
况　

天
主
於
偷
盗
者
、
必
不
令
久
居
其
物
。」（
二
十
二
葉
裏
）。

	
　
「
居
」
は
他
動
詞
で
、
前
掲
『
古
今
漢
語
詞
典
』
の
「
居
」
の
項
目
の
第
九
の
字

義
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
積
蓄
、
儲
存
。」（
七
六
二
頁
）
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
天

主
は
盗
品
に
よ
る
蓄
財
を
絶
対
に
許
さ
な
い
と
教
え
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な

歪
ん
だ
現
実
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
十
二
）	

原
文
は
「
西
喭
所
謂
非
義
之
財
。
如
風
散
雲
。」（
二
十
二
葉
裏
）。
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聖
書
の
中
に
不
正
な
富
の
消
滅
を
こ
の
よ
う
に
形
容
す
る
箇
所
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
近
藤
司
朗
編
『
新
共
同
訳
旧
約
聖
書
続
編
語
句
事
典
』（
教
文

館
、
一
九
九
六
年
）
の
「
と
み
〔
富
〕」
の
項
目
（
四
〇
三
頁
）
の
中
に
シ
ラ
書
四

十
章
十
三
節
の
用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
新
共
同
訳
で
は
同
箇
所
は
、「
不
正
な

者
が
得
た
富
は
、
渓
流
の
よ
う
に
干
上
が
り
、
雨
の
中
で
と
ど
ろ
く
雷
鳴
の
よ
う

に
消
え
て
い
く
。」
と
な
っ
て
い
る
。
教
要
解
略
に
言
う
「
西
喭
」
と
は
似
て
い
る

も
の
の
、
同
一
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
う
。

（
二
十
三
）	

原
文
は
「
可
不
戒
哉
。」（
二
十
二
葉
裏
）。

	

　
「
戒
」
に
関
し
て
尾
崎
雄
二
郎
他
編
『
角
川
大
字
源
』、
一
九
九
二
年
）
の
「
戒
」

の
項
目
の
字
義
の
①
㋐
で
「
ふ
せ
ぐ
。
そ
な
え
る
。
非
常
の
場
合
に
備
え
て
用
心

す
る
。」（
六
八
八
頁
）
と
し
、『
論
語
』「
季
氏
」
の
中
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
前
後
ま
で
含
め
る
と
、「
君
子
有
三
戒:

少
之
時
、
血
氣
未
定
、
戒
之
在
色
；

及
其
壯
也
、
血
氣
方
剛
、
戒
之
在
鬭
；
及
其
老
也
、
血
氣
既
衰
、
戒
之
在
得
。」（
前

掲
『
四
書
章
句
集
注
』、
一
七
二
頁
）
と
な
る
。
同
辞
典
は
字
義
の
②
で
、「
い
ま

し
め
。
用
心
。
教
訓
。
い
つ
も
気
を
つ
け
て
避
け
る
べ
き
事
柄
。」（
同
頁
）と
記
し
、

『
論
語
』「
季
氏
」
の
「
君
子
有
三
戒
」
を
用
例
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
戒
」
の

名
詞
用
法
で
あ
る
が
、
基
本
義
は
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
教
要
解
略
中
の

動
詞
「
戒
」
は
「
い
つ
も
気
を
つ
け
て
避
け
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
し
て
捉

え
て
み
た
。

訳
者
補
足

 
Albert H

artm
ann

「
掟
」（
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典　

Ⅰ
』（
一

九
四
〇
年
）
の
Ⅰ
．〔
天
主
の
十
誡
〕
の
と
こ
ろ
で
、「
第
七
誡
は
、
萬
人

の
財
貨
に
對
す
る
所
有
権
を
保
護
す
る
。
從
っ
て
人
間
の
間
の
流
通
に
於

け
る
相
互
的
正
義
を
要
求
し
、
盜
み
其
他
凡
て
他
人
の
財
產
、
權
利
の
不

當
な
侵
害
を
禁
ず
る
。」（
二
九
八
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
七
年
に
出
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
規
範
版
の
日
本
語
訳
で
あ
る
前
掲

『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
第
二
部
「
神
の
十
戒
」
第
七
項
「
第

七
の
お
き
て
」
の
冒
頭
の
二
四
〇
一
の
箇
所
で
、「
第
七
の
お
き
て
は
、

他
人
の
財
貨
を
不
当
に
取
っ
た
り
所
有
し
た
り
す
る
こ
と
、
ま
た
他
人
の

財
貨
に
何
ら
か
の
形
で
損
害
を
与
え
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
世

の
財
貨
や
人
間
の
労
働
の
実
り
を
正
義
と
愛
の
心
を
も
っ
て
管
理
す
る
よ

う
に
命
じ
て
お
り
、
財
貨
の
普
遍
的
使
用
目
的
や
私
的
所
有
権
を
共
通
善

と
い
う
観
点
か
ら
尊
重
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
者
は
生
活

の
中
で
、
こ
の
世
の
財
貨
を
神
の
た
め
に
、
ま
た
兄
弟
愛
の
た
め
に
用
い

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。」（
六
九
五
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
を
見
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
第
七
戒
は
個
人
的
な
罪
へ
の

刑
法
規
定
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
私
的
所
有
権
を
保
障
し
、
他
方
広

く
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
共
通
善
の
実
現
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
個
人
よ
り
も
社
会
に
視
線
を
注
ぐ
よ
う
に
見

ら
れ
、
社
会
の
現
状
を
批
判
し
社
会
正
義
を
実
現
し
よ
う
と
求
め
る
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。

　

大
航
海
時
代
に
は
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
初

め
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
今
日
の
カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
に
当
た

る
『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
海
老
沢
有
道
・

井
手
勝
美
・
岸
野
久
編
者
『
キ
リ
シ
タ
ン
教
理
書
』（
教
文
館
、一
九
九
三
年
）

に
「
解
説
」
と
し
て
収
め
ら
れ
た
フ
ー
ベ
ル
ト
・
チ
ー
ス
リ
ク
「
キ
リ
シ

タ
ン
宗
教
文
学
の
霊
性
」
に
よ
れ
ば
、「
一
五
七
〇
年
以
後
、
ポ
ル
ト
ガ

―167―
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ル
で
盛
ん
な
っ
た
マ
ル
コ
ス
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
（M

arcos Jorge, S. J.

）

の
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
は
日
本
に
も
送
ら
れ
、
翻
訳
さ
れ
、
日
本
伝

道
の
実
情
に
適
合
す
る
よ
う
に
編
さ
れ
て
、
一
五
九
一
年
に
加
津
佐
で
国

字
本
が
木
活
字
で
印
刷
さ
れ
、
一
五
九
二
年
に
は
天
草
で
宣
教
師
用
の

ロ
ー
マ
字
版
が
出
さ
れ
、
更
に
一
六
〇
〇
年
に
長
崎
で
か
な
り
訂
正
さ
れ

た
国
字
再
版
が
金
属
活
字
で
出
版
さ
れ
、
ロ
ー
マ
字
版
も
出
さ
れ
た
。」

（
四
七
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
航
海
時
代
の
日
本
に
は
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
の

カ
ト
リ
ッ
ク
要
理
が
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
が
翻
訳
さ
れ
て
『
ド
チ
リ
ナ
・
キ

リ
シ
タ
ン
』
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

龜
井
孝
・
Ｈ
．
チ
ー
ス
リ
ク
・
小
島
幸
枝
著
『
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
版   

キ
リ
シ
タ
ン
要
理
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
に
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書

館
蔵
の
一
五
九
一
年
刊
の
も
の
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
第
七　

で
う
す
の
御
お
き
て
〔
の
十
の
ま
な
だ
め
ん
と
〕
の
事
」
の
「
第
七
の
ま

だ
め
ん
と
」
の
箇
所
に
は
、「
他
人
の
財
宝
を
何
な
り
と
も
其
主
の
同
心

な
く
し
て
と
る
事
も
と
ゝ
め
を
く
事
も
あ
る
べ
か
ら
ず
人
に
も
此
等
の
事

を
す
ゝ
め
ず
其
合
（
四
十
五
ウ
）
力
を
も
せ
ず
其
た
よ
り
と
も
な
る
べ
か

ら
ず
」（
二
四
五
頁
）
と
あ
る
。
更
に
、
同
書
に
は
大
英
図
書
館
蔵
の
一
六

〇
二
年
刊
の
も
の
の
「
影
印
・
翻
訳
」
が
附
さ
れ
て
い
て
翻
訳
の
該
当
箇

所
を
探
す
と
、「
所
有
者
の
意
志
に
そ
む
い
て
〔
そ
の
人
の
も
の
を
〕
盗

ん
だ
り
、
損
害
を
及
ぼ
し
た
り
、
返
却
を
怠
っ
た
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら

の
こ
と
を
勧
め
た
り
、
引
き
立
て
た
り
、
ま
た
は
助
け
を
与
え
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
。」（
八
十
頁
）
と
あ
る
。

　

こ
の
『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
の
第
七
戒
の
説
明
で
明
確
な
こ
と

は
私
的
所
有
権
の
保
障
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
に
は
第
七

戒
が「
富
の
普
遍
的
使
用
目
的
と
分
配
な
ら
び
に
私
的
所
有
権
に
つ
い
て
、

ま
た
、
個
人
と
そ
の
所
有
物
と
被
造
物
全
体
に
対
す
る
尊
重
に
つ
い
て
述

べ
て
い
ま
す
。」（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
認
可
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

カ
テ
キ
ズ
ム
要
約
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、
二
〇
一
〇
年
、
二
五
〇
頁
）
と

い
う
現
代
の
カ
ト
リ
ッ
ク
が
重
視
す
る
共
通
善
の
実
現
と
い
う
視
点
は
明

確
に
現
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
比
し
、
明
末
清
初
の
中
国
の
お
い
て
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
第
七

戒
に
関
し
て
顕
著
に
社
会
性
を
帯
び
た
指
示
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
特
徴

的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

社
会
性
の
一
つ
め
に
は
そ
れ
ら
が
商
取
引
上
に
お
け
る
公
正
性
を
追
求

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ア
レ
ニ
『
滌
罪
正
規
』
巻
之
一
の

「
第
七
誡
毌
偸
盗
第
十
誡
附
」
の
箇
所
で
は
、
例
え
ば
「
買
賣
價
値
不
公
。

及
等
秤
輕
重
。
尺
度
長
短
。
斗
斛
大
小
。
出
入
欺
騙
人
者
。
有
罪
。」（
二

十
二
葉
裏
〔『
耶
穌
會
羅
馬
檔
案
館
明
淸
天
主
教
文
獻
』
第
四
冊
、
四
〇
〇
頁
〕）

と
あ
る
よ
う
に
、
商
品
価
格
と
計
量
器
具
の
公
正
さ
を
求
め
る
（
他
に
、

フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
教
要
序
論
』〔
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
六
九
七
二
番
〕

も
ま
た
、「
或
等
秤
輕
重
。
尺
斛
大
小
等
欺
詐
情
弊
。」〔
十
七
葉
表
〕
と
同

様
の
こ
と
に
触
れ
る
）。
ま
た
、「
結
黨
會
盟
。
髙
擡
時
價
。
霸
占
行
市
買

賣
者
。
有
罪
」（
二
十
三
葉
表
〔
同
書
、
四
〇
一
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
少

数
の
有
力
商
人
が
市
場
を
独
占
し
て
価
格
を
操
作
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
。
更
に
、「
合
本
分
利
。
遇
水
火
盗
賊
。
虧
折
資
本
。
不
肯
分
認
者
。

有
罪
。」（
同
葉
〔
同
書
、
同
頁
〕）
及
び
、「
合
本
分
利
。
而
相
瞞
背
。
不
肯
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公
分
者
。
有
罪
。」（
同
葉
〔
同
書
、
同
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
共
同
出
資

者
の
間
で
の
負
担
の
不
平
等
と
利
益
配
分
の
偏
り
に
反
対
す
る
。
更
に
ま

た
、「
造
假
銀
。
或
鑄
私
錢
私
鈔
。
併
行
用
者
。
有
罪
。」（
同
葉
〔
同
書
、

同
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
偽
造
貨
幣
の
製
造
と
そ
の
使
用
に
反
対
し
、
市

場
の
信
用
度
を
守
ろ
う
と
す
る
。

　

明
末
の
中
国
社
会
は
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
、
商
業
活
動
が
盛
ん
と
な
っ

た
一
方
で
、
商
人
た
ち
は
利
潤
追
求
の
欲
望
に
駆
ら
れ
て
不
公
正
な
商
取

引
を
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
そ
の
よ
う
な
負
の
色
彩

を
帯
び
た
商
業
活
動
を
公
正
な
状
態
に
変
え
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

社
会
性
の
二
つ
め
は
雇
用
関
係
の
適
正
化
を
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
ア

レ
ニ
『
滌
罪
正
規
』
巻
之
一
の
第
七
戒
に
当
た
る
箇
所
に
は
、例
え
ば
「
僱

人
作
工
及
賖
買
物
件
。
而
不
還
其
値
者
。
有
罪
。」（
二
十
二
葉
表
〔
同
書
、

三
九
九
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
雇
い
主
の
雇
人
へ
の
賃
金
不
払
い
を
問
題

と
す
る
。
ま
た
、「
得
價
定
造
貨
物
。
還
將
低
銀
及
醜
物
抵
塞
者
。
有
罪
。」

（
二
十
三
葉
表
〔
同
書
、
四
〇
一
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
事
前
に
工
賃
を
決

め
た
う
え
で
注
文
し
て
造
ら
せ
た
依
頼
者
が
支
払
い
を
純
度
の
低
い
銀
で

済
ま
そ
う
と
す
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
加
え
て
、
デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖

教
十
誡
直
詮
』（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
七
一
九
二
番
）巻
之
下
の「
第
七
誡
。

毋
偷
盜
」
の
項
目
の
盗
み
に
つ
い
て
具
体
的
に
列
挙
し
た
「
竊
盜
」
の
と

こ
ろ
に
、「
一
富
貴
者
虧
傭
人
之
價
也
。」（
七
十
八
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、

裕
福
な
者
が
庸
い
人
の
給
料
を
支
払
わ
な
い
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
以
上

は
雇
い
主
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
雇
い
主
は
雇
い
人
に
対

し
て
正
当
に
給
料
を
支
払
う
よ
う
に
求
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
庸
い
人
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
。
ア
レ
ニ
『
滌
罪
正
規
』
巻
之

一
で
は
、
例
え
ば
「
受
人
工
價
、
爲
人
造
作
、
不
盡
其
分
、
損
害
其
主
者
。

有
罪
。」（
二
十
三
葉
表
〔
四
〇
一
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
庸
い
人
が
事
前

に
工
賃
を
受
領
し
て
い
る
も
の
の
、
仕
事
ぶ
り
が
充
分
で
な
く
、
庸
い
主

に
損
害
を
与
え
る
こ
と
を
問
題
に
す
る
。
ま
た
、「
爲
人
造
作
而
匿
其
物

料
者
。
有
罪
。」（
二
十
三
葉
裏
〔
四
〇
二
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
庸
い
人

が
作
業
過
程
で
使
用
し
な
か
っ
た
材
料
を
返
却
せ
ず
に
隠
匿
す
る
こ
と
を

問
題
と
す
る
。
加
え
て
、
デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
巻
之
下
で

は
、「
一
傭
人
凖
受
工
値
而
勿
效
力
也
。」（
七
十
八
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、

前
払
い
で
工
賃
を
得
て
い
る
庸
い
人
が
仕
事
を
し
な
い
こ
と
を
問
題
と
す

る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
庸
い
人
が
庸
い
主
か
ら
報
酬
に
応
え
て
誠
実

に
仕
事
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
雇
い
主
と
雇
い
人
を
め
ぐ
っ
て
の
第
六
戒
に
関
す
る
中
国
の
イ

エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
指
導
は
雇
い
主
の
責
任
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
巻
之
下
で
は
盗
み
の

例
を
全
部
で
十
四
挙
げ
た
後
で
、「
但
虧
傭
價
爲
富
貴
嘗
病
。
主
頻
責
曰
。

勿
滞
傭
値
。
今
日
行
工
。
毋
待
酧
于
翌
日
。
毋
失
信
于
傭
者
。
傭
約
以
工

女
約
以
報
。
傭
成
厥
工
。
傭
踐
約
矣
。
將
踐
女
約
。
尚
速
報
之
。
傭
以
工

値
存
養
厥
命
。
爾
吝
其
値
。
是
斷
其
生
。
坐
觀
厥
死
。
不
仁
人
哉
。
彼
窘

呼
我
。
窮
廹
號
涕
。
我
聆
其
聲
。
我
視
其
泣
。
我
罰
爾
罪　

貧
傭
之
籲
。

騰
擊
主
耳
。
主
既
憫
斯
。
刑
彼
富
者
。」（
七
十
八
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、

庸
い
人
は
工
賃
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
行
く
す
べ
が
な
い
と
し
て
、
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給
料
の
支
払
い
に
消
極
的
な
富
裕
層
の
傭
い
主
を
強
く
糾
弾
す
る
。
近
藤

司
朗
編
『
新
共
同
訳
旧
約
聖
書
語
句
事
典
』
の
「
賃
金
」
の
項
目
（
一
〇

五
七
頁
）
で
は
申
命
記
二
十
四
章
十
五
節
が
、「
や
と
い
に
ん
」
の
項
目
で

は
同
二
十
四
章
十
五
節
が
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
申
命
記
二
十

四
章
十
四
節
、
十
五
節
は
「
同
胞
で
あ
れ
、
あ
な
た
の
国
で
あ
な
た
の
町

に
寄
留
し
て
い
る
者
で
あ
れ
、
貧
し
く
乏
し
い
雇
い
人
を
搾
取
し
て
は
な

ら
な
い
。
賃
金
は
そ
の
日
の
う
ち
に
、日
没
前
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

彼
は
貧
し
く
、
そ
の
賃
金
を
当
て
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
あ
な

た
を
主
に
訴
え
て
、罪
を
負
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
。」
と
な
っ

て
い
る
。
十
誡
直
詮
の
文
は
申
命
記
同
章
同
節
の
文
章
と
内
容
的
に
重

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

佐
伯
有
一
「
手
工
業
の
発
達
」（
筑
摩
書
房
『
世
界
の
歴
史　

Ⅱ
／
ゆ
ら
ぐ

中
華
帝
国
』、
一
九
六
一
年
、
二
一
三
頁
―
二
三
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
明
代
に

は
民
間
手
工
業
が
発
達
し
、
都
市
で
は
職
人
層
が
成
長
し
た
。
職
人
の
中

に
は
農
村
に
移
住
し
、
農
村
に
手
工
業
の
技
術
を
広
め
る
者
が
現
わ
れ
、

農
村
に
家
内
工
業
が
展
開
し
て
行
っ
た
。
都
市
で
は
商
業
資
本
が
原
料
な

ど
を
職
人
に
前
貸
し
す
る
こ
と
も
見
ら
れ
、
農
村
で
は
家
内
労
働
に
よ
る

生
産
物
の
買
上
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
七
戒
に
関
す
る
イ
エ
ズ
ス

会
宣
教
師
に
よ
る
指
導
は
こ
れ
ら
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
て
書
か
れ

た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

社
会
性
の
三
つ
め
は
地
主
官
僚
層
の
横
暴
を
黙
認
す
る
こ
と
な
く
こ
れ

に
反
省
を
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
レ
ニ
『
滌
罪
正
規
』
巻
之
一
で
は
、

例
え
ば
「
知
是
拐
來
之
人
、
買
爲
奴
僕
者
。
有
罪
。」（
二
十
二
葉
表
〔
三
九

九
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
地
主
が
誘
拐
さ
れ
て
連
れ
て
来
れ
ら
た
者
を
そ

れ
と
知
っ
て
奴
僕
と
し
て
買
い
入
れ
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
ま
た
、「
倚

勢
嚇
詐
人
財
、
欺
騙
小
民
者
。
有
罪
。」（
二
十
二
葉
裏
〔
四
〇
〇
頁
〕）
と

あ
る
よ
う
に
、
地
主
官
僚
層
を
実
体
と
す
る
と
臆
測
さ
れ
る
有
力
者
が
道

理
の
伴
わ
な
い
力
を
行
使
し
て
民
衆
を
抑
圧
す
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
更

に
、「
不
納
錢
糧
者
。
有
罪
。」（
二
十
三
葉
裏
〔
四
〇
二
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、

税
金
を
支
払
わ
な
い
者
を
問
題
と
す
る
。
こ
の
脱
税
者
の
多
く
は
地
主
官

僚
層
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
加
え
て
、

デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
巻
之
下
で
は
、「
一
仕
宦
者
侵
漁
朝

廷
之
税
糧
也
。」（
七
十
八
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、
官
僚
が
税
金
を
横
領

す
る
こ
と
を
問
題
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
明
末
当
時
の
地
主
官
僚
層
の
暗
部

を
告
発
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の
教
要
解
略
で
は
徭
役
体
系
の
銀
納
化
の
指
標
と
も
思

わ
れ
る
「
公
費
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
山
根
幸
夫
「
一
条
鞭

法
と
地
丁
銀
」（
前
掲
筑
摩
『
世
界
の
歴
史　

Ⅱ
』、
二
三
二
頁
―
二
九
九
頁
）

に
よ
れ
ば
、「
賦
・
役
の
合
併
編
派
」（
二
九
五
頁
）
を
典
型
と
す
る
一
条

鞭
法
は
「
明
末
に
は
ほ
ぼ
全
土
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」（
二
九

六
頁
）
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
「
農
村
の
階
層
分
化
」
や
「
土
地

の
集
中
化
」
と
い
う
「
江
南
を
中
心
と
す
る
社
会
経
済
的
な
問
題
」（
二

九
六
頁
）
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
銀
経
済
の
展
開
は
富
の
不
均
衡
を
も

た
ら
し
、
明
末
の
中
国
社
会
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
問
題
に

遭
遇
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
の
苦
し
み
は
士
大
夫
と
民
衆
の
双
方
が
味
わ
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
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た
が
、
苦
し
み
の
深
さ
に
お
い
て
民
衆
の
そ
れ
は
士
大
夫
の
及
ぶ
と
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
た
ち
、
中
国
の

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
民
衆
の
側
に
よ
り
身
を
置
き
な
が
ら
士
大
夫
と
民

衆
の
双
方
に
第
六
戒
を
通
し
て
生
き
方
を
改
め
る
よ
う
に
促
し
た
の
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
は
稲
垣
良
典
『
法
的
正
義
の
理
論
』（
成
文
堂
、

一
九
七
二
年
）
に
述
べ
る
「
人
間
の
経
済
活
動
を
絶
対
的
に
支
配
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
必
然
的
な
経
済
法
則
に
た
い
し
て
、
人
間
に
固
有
の
自

由
や
尊
厳
性
の
回
復
を
主
張
す
る
」（
二
三
〇
頁
―
二
三
一
頁
）
と
こ
ろ
の

今
日
的
な
意
味
で
の
社
会
正
義
の
理
解
を
無
自
覚
の
う
ち
に
彼
ら
が
先
取

り
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
（
同
書
第
一

部
第
一
章
第
二
節
「
社
会
正
義
と
法
的
正
義
」
に
よ
れ
ば
、
社
会
正
義
は

十
九
世
紀
の
中
頃
か
ら
現
わ
れ
た
概
念
で
法
的
正
義
の
概
念
を
継
承
し
た

も
の
で
あ
る
ら
し
い
〔
八
頁
―
十
二
頁
〕）。

　

こ
こ
で
宗
教
と
は
何
か
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
た
い
。
か
つ
て
わ
た

く
し
は
東
西
交
渉
史
の
権
威
矢
澤
利
彦
先
生
が
一
九
八
八
年
九
月
二
十
八

日
（
水
）
に
上
智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
主
催
の
上
智
大
学
七
十
五
周

年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
「
釈
奠
（
孔
子
崇
拝
儀
礼
）
の
実
態
」

と
い
う
題
で
ご
講
演
な
さ
れ
た
お
り
、
宗
教
を
死
の
次
元
か
ら
捉
え
る
ご

知
見
を
短
く
披
瀝
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
す
る
。
そ
の
宗
教
に
関
す
る
説
明

が
わ
た
く
し
に
は
と
て
も
新
鮮
で
あ
り
、
爾
来
わ
た
く
し
の
宗
教
理
解
の

一
支
柱
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
捉
え
方
を
加
地
伸
行
『
儒
教
と

は
何
か
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
）
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
本
に
つ
い
て
は
今
年
の
二
月
頃
日
本
民
衆
思
想
史
研
究
で
令
名
の
高

い
安
丸
良
夫
先
生
か
ら
宗
教
と
し
て
の
儒
教
を
考
え
る
う
え
で
の
読
む
べ

き
書
物
と
し
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。
わ
た
く
し
は

書
架
か
ら
こ
れ
ま
で
休
眠
状
態
に
あ
っ
た
同
書
を
取
り
出
し
て
ペ
ー
ジ
を

繰
る
と
、
そ
の
中
に
「
私
は
、『
宗
教
と
は
、
死
な
ら
び
に
死
後
の
説
明

者
で
あ
る
』
と
考
え
る
。」（
三
十
三
頁
）
と
い
う
記
述
を
見
出
す
こ
と
が

出
来
た
。
同
書
は
こ
の
よ
う
な
宗
教
観
に
立
っ
て
儒
教
は
単
な
る
倫
理
思

想
で
は
な
く
て
死
の
問
題
と
向
き
合
う
宗
教
で
あ
る
と
捉
え
、
そ
の
宗
教

性
の
核
に
あ
る
も
の
は
「
孝
」
で
あ
り
、「
孝
」
の
外
在
的
展
開
が
祖
先

祭
祀
で
あ
る
と
説
き
及
ぶ
。
も
と
よ
り
わ
た
く
し
は
広
く
て
深
い
同
書
の

記
述
の
表
面
を
な
ぞ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
当
を
失
し
て

い
る
か
も
知
れ
な
い
（
同
著
者
が
四
年
後
に
出
さ
れ
た
『
沈
黙
の
宗
教

―
儒
教
』〔
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
〕
で
は
「
孝
」
は
「
宗
教
性
と
道
徳

性
と
を
つ
な
ぐ
も
の
」〔
一
一
五
頁
〕
で
あ
る
と
す
る
。「
孝
」
こ
そ
が
道

徳
と
宗
教
の
結
節
点
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
で
は
更
に
踏
み
込
ん

で
、「
孝
」
を
「
生
命
の
連
続
の
自
覚
」
と
捉
え
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
〔
八
十
三
頁
等
〕）。

　

ひ
る
が
え
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
ど
う
か
。
何
故
、
明
末

イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
は
社
会
正
義
の
実
現
を
志
向
し
た
の
か
。
そ
れ

は
、「
教
會
は
正
義
を
要
求
す
る
。」（
ロ
ベ
ー
ル
・
コ
タ
ン
著
、小
林
珍
雄
譯『
カ

ト
リ
ッ
ク
社
會
政
策
』
中
央
出
版
社
、一
九
五
一
年
、一
四
九
頁
）
か
ら
で
あ
る
。

『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典　

Ⅲ
』（
冨
山
房
、
一
九
五
二
年
）
の
中
の

J. Kleinhappl S. J.

に
よ
る
「
正
義
」
の
項
目
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
正

義
に
は
「
交
換
的
正
義
」（justia com

m
utativa

）、「
社
會
的
正
義
」
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（justia socialis

）、「
法
律
的
正
義
」（justia legalis

）、「
分
配
的
正
義
」

（justia distributiva

）
が
あ
る
（
一
〇
七
頁
―
一
〇
九
頁
）。
よ
り
本
源
的

に
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、「
正
義
と
は
、
神
が
人
間
お

よ
び
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
に
与
え
た
本
性
と
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
く
対
処
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
」（「
翻
訳
者
前
書
き
」
教
皇
庁
正
義
と
平
和
評
議
会
『
教
会

の
社
会
教
説
綱
要
』
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、
二
〇
〇
九
年
、
十
五
頁
）
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
本
性
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
り

方
と
は
こ
の
地
上
の
社
会
に
お
い
て
共
通
善
の
実
現
を
目
指
し
て
働
く
こ

と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
稲
垣
『
法
的
正
義
の
理
論
』
に
よ
れ
ば
、

「
人
間
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
共
通
善
の
実
現
へ
と
向
う
傾
向
が
あ
り
、

こ
の
自
然
本
性
的
な
る
傾
向
の
完
成
態
が
共
通
善
を
固
有
対
象
と
す
る
法

的
正
義
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（
一
六
七
頁
）
と
い
う
わ
け
で
、

人
間
は
正
義
へ
の
志
向
性
を
内
在
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
ロ
ー
ル
ズ
な
ど
の
現
代
の
学
者
の
主
張
な
ど
も
取
り
上
げ
て
法
的
正
義

の
問
題
の
本
質
に
迫
っ
た
同
書
の
深
い
洞
察
に
関
し
て
は
到
底
わ
た
く
し

の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
断
章
取
義
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
も
の
で
あ

る
）。
正
義
の
実
現
は
人
間
に
と
っ
て
本
質
的
に
宗
教
的
な
問
題
な
の
で

あ
る
。
仏
教
を
悟
り
（enlightenm

ent

）
の
宗
教
、儒
教
を
祭
儀
（cult
）

の
宗
教
と
置
き
換
え
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
は
さ
し
づ
め
正
義
（justice

）

の
宗
教
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
宗
教
と
し
て
の
儒
教
の
中
心
に
祖
先
祭
祀
の
儀
礼
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
儒
教
の
道
徳
は
宗
教
性
が
稀
薄
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明

末
に
は
「
万
物
一
体
の
仁
」
の
思
想
が
高
揚
し
た
（
島
田
虎
次
『
朱
子
学
と

陽
明
学
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
七
年
、
一
三
三
頁
―
一
三
八
頁
）。
こ
の
「
万
物

一
体
の
仁
」
の
思
想
が
一
つ
の
機
縁
と
な
っ
て
同
善
会
運
動
が
展
開
し
た

（
夫
馬
進
『
中
国
善
会
善
堂
史
研
究
』
第
一
部
第
二
章
第
四
節
「
同
善
会

運
動
の
思
想
」〔
同
朋
舎
、
一
九
九
七
年
、
一
二
四
頁
―
一
三
四
頁
〕
か
ら
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
）。
島
田
虎
次
『
中
国
の
伝
統
思
想
』（
み
す
ず
書
房
、

二
〇
〇
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
儒
教
の
思
想
と
し
て
の
特
徴
は
儒
教
が
「
徹

底
的
に
性
善
説
で
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
」（
一
二
九
頁
）
で
あ
る
。
人

間
本
性
の
道
徳
性
へ
の
絶
対
的
信
頼
は
「
天
」
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
す
ぐ

れ
て
宗
教
的
な
る
も
の
で
あ
り
得
よ
う
。
こ
の
人
間
本
性
の
核
に
「
仁
」

が
あ
り
、
こ
の
「
仁
」
は
社
会
化
さ
れ
ず
に
は
や
ま
ぬ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

内
に
秘
め
て
い
る
。「
天
」
と
「
仁
」
が
通
底
す
れ
ば
、
そ
こ
に
宗
教
が

展
開
す
る
地
平
が
開
け
て
来
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

旧
約
聖
書
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
に
よ
れ
ば
人
間
は
神
に
よ
り
十
戒
が
与

え
ら
れ
た
。
そ
の
十
戒
は
神
に
よ
る
人
へ
の
絶
対
命
令
で
あ
る
。
カ
ト

リ
ッ
ク
は
地
上
に
あ
っ
て
永
遠
の
生
命
を
生
き
る
。
そ
れ
は
十
戒
に
基
づ

い
た
倫
理
的
な
生
き
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
世
に
あ
っ
て
人
が
倫
理

的
に
生
き
る
こ
と
を
阻
む
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
社
会
構
造
に
根
差
す
よ

う
な
社
会
問
題
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
は
個
人
が
倫
理
的
に

生
き
る
こ
と
を
阻
む
よ
う
な
社
会
問
題
の
解
決
に
全
力
を
傾
注
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。
明
末
中
国
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
社
会
問
題
の
前

に
黙
し
き
れ
な
か
っ
た
の
は
魂
の
奥
深
く
か
ら
の
宗
教
的
要
請
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
社
会
観
を
継
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承
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ト
マ
ス
の
社
会
観
の
支
柱
を
形
成
し
て

い
た
も
の
は
一
つ
に
は
職
分
社
会
の
思
想
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
上
田
辰
之
助
『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
研
究
』（
み
す
ず
書
房
、
一

九
八
七
年
）
に
よ
れ
ば
、「
職
業
が
社
会
的
職
分
あ
る
い
は
分
業
で
あ
り
、

各
自
に
よ
る
そ
の
良
心
的
履
行
に
社
会
の
調
和
的
統
一
が
依
存
す
る
」（
三

一
三
頁
）
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
こ
の
職
分
社
会
は
「
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ヤ
的

組
織
を
と
る
か
ら
、
そ
の
社
会
内
に
お
け
る
各
職
分
の
地
位
に
も
そ
れ
ぞ

れ
上
下
高
低
の
あ
る
」（
三
二
六
頁
）
こ
と
は
言
う
を
俟
た
な
い
。
職
分
社

会
は
身
分
制
秩
序
社
会
で
あ
り
得
る
が
、「
職
分
社
会
は
配
分
社
会
で
あ

る
。
職
分
は
当
然
報
酬
（praem

ium
）
を
伴
う
。
生
活
の
保
証
あ
っ
て

こ
そ
社
会
職
分
の
履
行
が
可
能
と
な
る
か
ら
。」（
三
三
一
頁
）
と
い
う
わ

け
で
、「
聖
ト
マ
ス
は
各
人
の
生
存
権
を
強
く
主
張
す
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
身
分
に
相
応
す
る
生
活
権
を
も
擁
護
す
る
。」（
同
頁
）
と
あ
る
よ
う

に
、
身
分
制
秩
序
を
前
提
と
し
た
上
で
職
分
履
行
の
た
め
に
万
民
の
生
存

権
を
強
く
主
張
す
る
。
こ
の
ト
マ
ス
の
主
張
す
る
職
分
社
会
の
特
徴
は
、

「
自
助
に
発
足
す
る
相
互
扶
助
、
社
会
的
思
惟
に
基
調
づ
け
ら
れ
る
個
人

主
義
」（
三
五
一
頁
）
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
「
指
導
す
る
社
会
的
規
範
は
神

愛
（caritas

）
と
正
義
（iustitia

）
と
で
あ
る
。」（
三
五
二
頁
）
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
神
愛
」、
す
な
わ
ち
愛
徳
と
「
正
義
」

と
り
わ
け
法
的
正
義
は
「
共
に
ひ
と
し
く
公
共
利
益
を
目
指
す
」（
同
頁
）、

つ
ま
り
共
通
善
の
実
現
を
志
向
す
る
の
で
あ
っ
て
、
万
民
は
身
分
制
秩
序

社
会
に
あ
っ
て
共
通
善
を
実
現
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
何
人
も
生
存
権
が
顧
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

明
末
中
国
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
い
わ
ゆ
る
社
会
正
義
を
主
張
し
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
ト
マ
ス
的
な
職
分
社
会
論
が
彼
ら

の
思
想
体
系
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
も
あ
な
が
ち
牽
強

附
会
で
あ
る
と
も
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
宗
教
と
は
死
の

共
同
性
を
社
会
的
に
確
認
す
る
制
度
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
一
人
の
人
間

が
有
限
性
の
縄
目
か
ら
解
放
さ
れ
て
無
限
―
と
は
言
え
そ
れ
は
相
対
性
を

帯
び
た
無
限
で
も
あ
り
得
る
も
の
だ
―
の
自
由
へ
と
飛
翔
す
る
こ
と
を
求

め
る
魂
の
飽
く
な
き
闘
い
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
地
上
で
の
有
限
な
社

会
正
義
の
実
現
へ
の
志
向
は
人
間
が
無
限
の
自
由
を
求
め
て
地
上
を
旅
す

る
宗
教
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
負
う
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
キ
リ
ス
ト
教
の
救
い
が
一
人
の
人
間
の
内
面
世
界
に
キ
リ
ス
ト

の
贖
い
の
業
に
よ
っ
て
神
の
無
限
の
正
義
が
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
地
上
に
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト
者
は
共
同
し

て
社
会
に
有
限
の
正
義
を
実
現
せ
ん
と
努
め
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
か
ら
で

あ
る
（
続
）。


